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社会学雑誌　第 39号

社
会
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
の
直
系
家
族

　
　
　

 

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ル
・
プ
レ
と
一
九
世
紀 　
　
　

は
じ
め
に

今
日
社
会
学
が
扱
う
対
象
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
そ
の
主
要
な
対

象
の
ひ
と
つ
に
家
族
が
あ
る
。
日
本
社
会
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
は
、
若
者
に
向
け
て
喧
伝
す
べ
く
﹁
社
会
学
で
扱
っ
て
い
る
テ
ー

マ
﹂
と
し
て
﹁
家
族
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
労
働
、
環
境
、
医
療
、
逸
脱
、

教
育
、
地
域
社
会
、
メ
デ
ィ
ア
、
権
力
⋮
⋮
﹂
と
列
挙
さ
れ
て
い

る︶
1
︵

。
こ
の
よ
う
に
家
族
が
社
会
学
の
数
あ
る
テ
ー
マ
の
先
頭
を
占
め

る
の
は
、
若
者
に
と
っ
て
の
親
し
み
や
す
さ
に
由
来
す
る
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
載
が
準
拠
し
て
い
る
公
的

な
報
告
文
書
に
お
い
て
も
、
様
々
な
社
会
学
の
研
究
領
域
に
先
立
っ

て
、
や
は
り
家
族
が
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
社
会
学
の
教
科
書

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ル
・
プ
レ
（
一
八
〇
六
～
一
八
八
二
）
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
お
よ
び
産
業
革
命
以
降
の
激
変
す
る
社
会
の
な
か
で
、
労
働
者
の
家
計
に
注
目
す
る
綿

密
な
調
査
を
行
い
、
有
名
な
家
族
の
三
類
型
（
家
父
長
家
族
／
不
安
定
家
族
／
直
系
家
族
）
を
提
示
す
る
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
業
績
は
き
わ
め
て
多
方

面
に
わ
た
り
、
鉱
山
技
師
・
冶
金
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、
社
会
学
や
経
済
学
の
先
駆
的
存
在
で
も
あ
り
、
ま
た
万
国
博
覧
会
の
組
織
委
員
長
な
ど
実
務
に
も
携
わ
り
つ
つ
、

元
老
院
議
員
な
ど
政
治
家
と
し
て
も
活
躍
す
る
。
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、社
会
改
革
を
目
指
す
技
術
者
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、一
九
世
紀
を
体
現
す
る
人
物
と
し
て
ル
・

プ
レ
の
生
涯
を
振
り
返
り
つ
つ
、
彼
と
後
継
者
エ
ミ
ー
ル
・
シ
ェ
イ
ソ
ン
が
ピ
レ
ネ
ー
の
ラ
ヴ
ダ
ン
渓
谷
で
行
っ
た
直
系
家
族
﹁
メ
ル
ー
ガ
家
﹂
を
巡
る
調
査
を
仔
細

に
検
討
す
る
。
一
八
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
行
わ
れ
た
こ
の
調
査
を
通
じ
て
、
直
系
家
族
を
理
想
と
す
る
ル
・
プ
レ
の
社
会
観
を
窺
い
つ
つ
、
個
人
と
家

族
を
め
ぐ
る
二
つ
の
対
立
的
見
方
の
系
譜
を
辿
る
。

北　

垣　
　
　
　

徹
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て
人
び
と
を
強
制
す
る
何
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、
人
び
と
を

無
意
識
の
う
ち
に
動
か
す
外
在
的
か
つ
拘
束
的
な
制
度
で
あ
る
。
こ

の
場
合
の
家
族
と
は
、
個
人
と
は
対
立
す
る
何
か
で
あ
る
。
こ
の
場

合
の
家
族
と
は
、
複
数
の
個
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は

な
い
。
問
題
と
な
る
の
は
、
個
人
に
先
立
っ
て
存
在
し
、
個
人
的
な

も
の
に
対
置
さ
れ
る
家
族
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
ん
に
社
会

的
な
も
の
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。

﹁
社
会
学
（sociologie

）﹂
の
語
を
創
出
し
た
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・

コ
ン
ト
は
、﹃
実
証
政
治
学
体
系
﹄（
一
八
五
一
～
一
八
五
四
）
の
な

か
で
、﹁
幾
何
学
的
平
面
が
線
や
点
に
分
解
で
き
な
い
の
と
同
様
に
、

社
会
は
個
人
に
分
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
﹂
と
言
明
し
て
い
る
。

コ
ン
ト
に
と
っ
て
、
社
会
を
構
成
す
る
基
本
単
位
は
個
人
で
は
な
く

家
族
で
あ
る
。
コ
ン
ト
は
ま
た
、
人
類
に
は
今
現
在
生
き
て
い
る
人

び
と
だ
け
で
は
な
く
、
心
の
な
か
に
の
み
生
き
続
け
て
い
る
死
者
も

含
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
彼
の
有
名
な
言
葉﹁
生
者
は
ま
す
ま
す
、

死
者
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が
人
間
的
秩
序
の
基

本
的
法
則
で
あ
る
﹂
も
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ

で
い
う
家
族
あ
る
い
は
家
族
的
な
も
の
と
は
、
今
は
な
き
死
者
で
あ

る
祖
先
た
ち
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。そ
れ
は
一
方
で
は
、

竈
や
墓
を
め
ぐ
る
信
仰
や
祭
祀
と
い
う
か
た
ち
で
現
れ
、
他
方
で
竈

や
墓
を
含
む
土
地
と
い
う
か
た
ち
で
現
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、

血
縁
と
は
無
関
係
で
あ
り
え
な
い
の
だ
が
、
今
日
の
家
族
像
か
ら
想

像
さ
れ
る
血
縁
関
係
と
は
異
質
で
、
も
っ
と
広
く
深
い
。
社
会
の
根

に
お
い
て
も
、
家
族
は
最
初
の
方
の
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
。

創
設
期
の
社
会
学
に
お
い
て
も
、
家
族
は
や
は
り
特
権
的
な
対
象

で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
派
の
創
設
者
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
も
、
分
業
や
自
殺
、
教
育
や
道
徳
、
宗
教
と
並
ん
で
、
や
は
り
家

族
を
主
た
る
対
象
と
し
て
考
察
し
て
い
る︶

2
︵

。
高
エ
コ
ー
ル
・
ノ
ル
マ
ル
・
シ
ュ
ー
ペ
リ
ウ
ー
ル

等
師
範
学
校

在
学
中
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て
フ
ュ
ス
テ

ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
が
い
る
が
、彼
の
﹃
古
代
都
市
﹄（
一
八
六
四
）

に
お
い
て
、
都
市
や
国
家
に
先
立
っ
て
論
じ
ら
れ
る
の
は
家
族
で
あ

る
。
フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
に
よ
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ャ
や

ロ
ー
マ
の
都
市
（
国
家
）
の
基
盤
と
な
る
の
は
、
家
族
や
氏
族
の
な

か
で
受
け
継
が
れ
る
、
竈
や
墓
を
め
ぐ
る
信
仰
や
祭
祀
で
あ
る
。
社

会
関
係
の
起
源
に
あ
る
の
は
祖
先
崇
拝
の
信
仰
で
あ
り
、
祖
先
を
祀

る
祭
壇
の
周
り
に
社
会
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
信
仰
は
、
人
間

の
精
神
の
う
ち
に
あ
り
な
が
ら
強
制
的
に
命
じ
る
声
で
あ
り
、
物
的

で
は
な
く
心
的
で
あ
り
な
が
ら
も
、
外
在
的
か
つ
拘
束
的
に
感
じ
ら

れ
る
何
か
で
あ
る
。

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
社
会
学
の
方
法
論
を
著
す
と
き
、
社
会
的
事
実

の
特
徴
と
し
て
外
在
性
と
拘
束
性
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
特

徴
は
原
初
の
家
族
が
も
つ
も
の
で
あ
る
。
今
日
し
ば
し
ば
親
密
性
と

の
関
連
で
論
じ
ら
れ
る
核
家
族
像
か
ら
は
、
こ
の
点
は
理
解
し
が
た

い
。
し
か
し
一
九
世
紀
に
社
会
学
的
な
思
想
や
行
動
が
形
成
さ
れ
始

め
た
と
き
、念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
家
族
と
は
、社
会
の
起
源
に
あ
っ
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の
家
族
に
目
を
向
け
た
が
、
ル
・
プ
レ
は
自
身
の
生
き
る
同
時
代
で
、

ロ
シ
ア
か
ら
イ
ベ
リ
ア
半
島
ま
で
広
範
囲
に
散
在
す
る
様
々
な
家
族

形
態
に
目
を
向
け
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
今
日
に
お
い
て
も
な
お
言
及

さ
れ
る
有
名
な
家
族
の
三
類
型
（
家
父
長
家
族
／
不
安
定
家
族
／
直

系
家
族
）
を
提
示
す
る
。
こ
の
類
型
は
綿
密
か
つ
広
範
な
社
会
調
査

に
裏
付
け
ら
れ
た
科
学
的
分
類
で
あ
る
と
同
時
に
、
直
系
家
族
を
理

想
の
社
会
の
基
本
と
み
な
す
ル
・
プ
レ
の
価
値
観
を
反
映
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
と
り
わ
け
、
ル
・
プ
レ
お
よ
び
彼
の
後
継
者
が
ピ
レ
ネ
ー

の
ラ
ヴ
ダ
ン
渓
谷
で
行
っ
た
直
系
家
族
﹁
メ
ル
ー
ガ
家
﹂
を
め
ぐ
る

調
査
を
取
り
上
げ
、
彼
ら
の
見
出
し
た
個
人
的
な
も
の
と
対
置
さ
れ

る
家
族
的
な
も
の
を
辿
っ
て
い
く
。

一　

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ル
・
プ
レ
の
生
涯

一
‐
一　

一
九
世
紀
を
体
現
す
る
人
物

ま
ず
は
ル
・
プ
レ
の
生
涯
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う︶

3
︵

。
フ
レ
デ
リ
ッ

ク
・
ル
・
プ
レ（
一
八
〇
六
～
一
八
八
二
）の
生
涯
は
、ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・

ユ
ゴ
ー
（
一
八
〇
二
～
一
八
八
五
）
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
重
な
る
。
偉
大

な
詩
人
で
小
説
家
た
る
ユ
ゴ
ー
は
、
自
身
が
生
ま
れ
た
と
き
﹁
今
世

紀
は
二
歳
だ
っ
た
﹂
と
詠
う
。
多
く
の
優
れ
た
小
説
や
詩
、
戯
曲
を

著
す
だ
け
で
な
く
、
議
員
と
し
て
国
政
に
も
携
わ
り
、
二
月
革
命
を

経
験
し
、
第
二
帝
政
期
に
は
時
の
政
権
と
対
立
し
て
亡
命
し
、
八
十

歳
を
越
え
る
人
生
を
生
き
抜
い
て
、
第
三
共
和
政
期
に
亡
く
な
っ
た

源
を
な
す
家
族
関
係
を
、
基
本
的
に
は
夫
婦
関
係
、
さ
ら
に
は
生
者

と
死
者
の
関
係
と
し
て
見
出
す
コ
ン
ト
に
と
っ
て
、
血
縁
は
そ
れ
ほ

ど
重
要
で
は
な
い
。
む
し
ろ
血
縁
を
越
え
た
利
他
的
な
関
係
の
起
源

が
、
家
族
の
な
か
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
一
九
世
紀
に
は
、
二
つ
の
対
立
す
る
見
方
が
並
行
し
て
い

る
。
一
方
で
は
、
自
然
権
を
備
え
た
諸
個
人
間
の
契
約
に
よ
っ
て
社

会
を
捉
え
る
見
方
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
出
発
点
に
置
か
れ
る
の
は

孤
立
し
た
利
己
的
な
個
人
で
あ
る
。
他
方
で
、
こ
う
し
た
社
会
契
約

論
を
人
工
的
な
見
方
で
あ
る
と
忌
避
し
て
、
出
発
点
に
孤
立
し
た
個

人
で
は
な
く
、家
族
を
置
く
見
方
が
あ
る
。
こ
の
見
方
か
ら
す
れ
ば
、

人
は
自
然
状
態
に
お
い
て
す
で
に
社
会
的
存
在
で
あ
り
、
家
族
が
社

会
の
原
初
形
態
で
あ
る
。
こ
の
見
方
の
系
譜
は
、
先
に
名
前
を
挙
げ

た
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
（
一
七
九
八
～
一
八
五
七
）
か
ら
フ
ュ

ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
（
一
八
三
〇
～
一
八
八
九
）
を
経
て
、

エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
（
一
八
五
八
～
一
九
一
七
）
へ
と
至
る
。

そ
れ
は
社
会
学
的
発
想
を
形
成
す
る
重
要
な
系
譜
の
ひ
と
つ
と
い

え
る
。

本
稿
で
は
、こ
う
し
た
系
譜
に
連
な
る
一
人
と
し
て
、フ
レ
デ
リ
ッ

ク
・
ル
・
プ
レ
（
一
八
〇
六
～
一
八
八
二
）
を
取
り
上
げ
る
。
フ
ラ

ン
ス
革
命
お
よ
び
産
業
革
命
以
降
の
激
変
す
る
社
会
の
な
か
で
、ル
・

プ
レ
は
コ
ン
ト
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ

ン
ジ
ュ
と
同
時
期
に
家
族
に
関
心
を
も
ち
、
土
地
制
度
や
相
続
制
度

を
論
じ
て
い
る
。
フ
ュ
ス
テ
ル
は
ギ
リ
シ
ャ
や
ロ
ー
マ
の
古
代
社
会
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る
。
こ
の
叔
父
は
か
な
り
裕
福
で
、
家
に
は
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
王

党
派
右
翼
た
ち
が
集
ま
る
サ
ロ
ン
が
あ
っ
た
。
九
歳
の
と
き
に
田
舎

の
母
親
の
と
こ
ろ
に
戻
り
、
一
八
一
八
年
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
の
コ
レ
ー

ジ
ュ
に
入
学
、
こ
の
頃
か
ら
キ
ケ
ロ
や
タ
キ
ト
ゥ
ス
を
好
ん
で
読
む

よ
う
に
な
る
。

一
‐
三　

理
工
科
学
校
・
鉱
山
学
校
で
学
び
教
え
る

一
八
二
三
年
に
ル
ー
ア
ン
の
リ
セ
で
バ
カ
ロ
レ
ア
取
得
後
、
ル
・

プ
レ
は
再
び
パ
リ
に
上
り
、
家
族
の
友
人
で
あ
る
ド
・
ラ
・
ヴ
ォ
ー

ト
リ
ー
の
と
こ
ろ
に
身
を
寄
せ
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
軍
人
お
よ

び
技
術
者
養
成
の
た
め
に
創
設
さ
れ
る
理

エ
コ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー
ク

工
科
学
校
の
初
期
の
学
生

で
あ
る
ド
・
ラ
・
ヴ
ォ
ー
ト
リ
ー
は
、
ル
・
プ
レ
の
人
生
に
決
定
的

な
影
響
を
与
え
た
人
物
で
あ
り
、
技
術
的
な
主
題
と
社
会
的
な
主
題

を
組
み
合
わ
せ
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
社
会
科
学
に
結
び
つ
け
る
教
育

を
授
け
る
。
そ
の
お
か
げ
で
ル
・
プ
レ
は
、
一
八
二
五
年
に
自
身
も

理エ
コ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー
ク

工
科
学
校
へ
入
学
す
る
が
、
こ
の
学
校
の
軍
隊
的
雰
囲
気
に
は

な
じ
め
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
八
二
七
年
に
は
鉱

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ミ
ー
ヌ

山
学
校
へ
進

学
、
こ
こ
は
旧

ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム

体
制
期
か
ら
存
在
す
る
王
立
鉱
山
学
校
を
前
身

と
す
る
機
関
だ
が
、
ル
・
プ
レ
に
と
っ
て
は
理
工
科
学
校
よ
り
鉱
山

学
校
の
方
が
肌
に
合
っ
た
よ
う
だ
。
当
時
は
理
工
科
学
校
も
鉱
山

学
校
も
サ
ン=

シ
モ
ン
主
義
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
が
、
そ
こ

で
は
ミ
シ
ェ
ル
・
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
や
ジ
ャ
ン
・
レ
イ
ノ
ー
ら
サ
ン=

シ
モ
ン
主
義
者
と
知
り
合
う
。
ル
・
プ
レ
は
冶
金
学
を
学
び
、
鉱
山

折
に
は
国
葬
に
付
さ
れ
る
。
そ
の
点
だ
け
か
ら
し
て
も
、
ユ
ゴ
ー
は

ま
さ
に
一
九
世
紀
を
体
現
す
る
人
物
だ
と
い
え
る
。
同
様
に
ル
・
プ

レ
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
期
に
生
を
受
け
、
王
政
復
古
期
に
高
等
教
育
機

関
で
学
び
、
そ
の
後
七
月
王
政
・
第
二
共
和
政
・
第
二
帝
政
・
第
三

共
和
政
と
目
ま
ぐ
る
し
く
政
治
体
制
が
変
化
す
る
な
か
で
、
自
ら
も

多
彩
な
職
歴
を
積
ん
で
い
く
。
社
会
の
大
き
な
変
化
を
目
の
当
た
り

に
し
つ
つ
、
自
身
の
思
想
と
行
動
を
展
開
す
る
ル
・
プ
レ
も
、
ユ
ゴ
ー

と
同
様
に
フ
ラ
ン
ス
の
一
九
世
紀
を
体
現
す
る
人
物
の
一
人
だ
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

一
‐
二　

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
幼
年
時
代

ル
・
プ
レ
は
一
八
〇
六
年
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
の
セ
ー
ヌ
川

河
口
に
位
置
す
る
オ
ン
フ
ル
ー
ル
近
く
の
村
ラ
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル=

サ
ン=

ソ
ヴ
ー
ル
に
生
ま
れ
る
。
貧
し
い
家
庭
に
生
ま
れ
た
彼
は
、

沿
岸
の
漁
師
た
ち
に
囲
ま
れ
て
幼
年
時
代
を
過
ご
す
。
当
時
、
英
仏

海
峡
で
は
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
が
フ
ラ
ン
ス
の
港
を
封
鎖
し
て
い
た
た

め
、
漁
師
た
ち
は
失
業
に
苦
し
め
ら
れ
、
そ
の
屈
辱
を
ア
メ
リ
カ
独

立
戦
争
時
の
イ
ギ
リ
ス
人
に
た
い
す
る
勝
利
の
思
い
出
で
晴
ら
し
て

い
た︶

4
︵

。
後
年
、
こ
の
経
験
を
ル
・
プ
レ
は
、
長
く
安
定
の
続
い
た
社

会
が
外
部
か
ら
の
要
因
に
よ
っ
て
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
例
と
し
て
、
し
ば

し
ば
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
に
な
る
。
ル
・
プ
レ
の
父
親
は
税
関
の

仕
事
を
し
て
い
た
が
、
彼
の
出
生
後
ま
も
な
く
失
踪
、
ル
・
プ
レ
は

五
歳
か
ら
の
四
年
間
、
パ
リ
に
い
る
叔
父
の
と
こ
ろ
に
引
き
取
ら
れ
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一
‐
四　

社
会
調
査
と
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
者
』

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ル
・
プ
レ
は
、
一
八
四
〇
年
に
オ
ー
ギ
ュ
ス
テ
ィ

ヌ
・
フ
ア
ー
シ
ュ
と
結
婚
す
る
と
同
時
に
、
鉱
山
学
校
の
冶
金
学
教

授
に
就
任
す
る
。
依
然
と
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ

ヴ
ィ
ア
、
ロ
シ
ア
、
シ
ベ
リ
ア
の
調
査
を
継
続
し
、﹃
一
九
世
紀
の

金
属
技
術
﹄
な
る
大
著
の
た
め
の
資
料
を
収
集
し
続
け
る
（
著
作

は
未
完
に
終
わ
る
）。
一
八
四
五
年
か
ら
一
八
五
三
年
ま
で
は
、
ウ

ラ
ル
鉱
山
の
所
有
者
ア
ナ
ト
ー
リ
ー
・
デ
ミ
ド
フ
の
顧
問
を
務
め
、

四
万
五
千
人
も
の
労
働
者
が
占
め
る
鉱
業
団
地
の
再
編
に
当
た
る
。

ま
た
こ
の
頃
、
ミ
シ
ェ
ル
・
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
や
ジ
ャ
ン
・
レ
イ
ノ
ー
、

シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
モ
ン
タ
ラ
ン
ベ
ー
ル
ら
が
行
う
と
し
た
改
革
に
た

い
し
て
、
幅
広
い
観
察
か
ら
得
ら
れ
た
科
学
的
基
礎
を
提
供
す
る
任

を
負
う
。
一
八
四
八
年
の
二
月
革
命
を
機
に
、
専
門
職
的
な
業
務
よ

り
も
、
よ
り
公
共
の
利
益
や
福
祉
に
携
わ
る
べ
き
だ
と
い
う
信
念
を

深
め
た
よ
う
だ
。

そ
し
て
一
八
五
五
年
に
は
三
〇
年
に
及
ぶ
社
会
調
査
が
結
実
し
、

大
著
﹃
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
者
﹄
が
帝
国
出
版
局
か
ら
発
刊
さ
れ

る︶
6
︵

。
副
題
に
﹁
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
労
働
者
住
民
の
仕
事
及
び
家
庭
生
活
、

精
神
状
況
に
つ
い
て
の
研
究
﹂
と
あ
る
本
書
は
、
物
理
的
に
み
て

も
ま
さ
に
大
冊
で
あ
り
、
五
二
×
三
六
セ
ン
チ
の
フ
ォ
リ
オ
版
で

三
〇
〇
ペ
ー
ジ
超
、
重
さ
は
五
キ
ロ
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
出
版
さ
れ

た
最
大
の
書
物
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
こ
れ
ま
で
に
出
版
さ
れ
た

単
体
で
最
大
の
社
会
学
書
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
ウ
ラ
ル

技
師
と
し
て
の
研
鑽
を
積
む
傍
ら
、
家
族
制
度
に
つ
い
て
の
社
会
調

査
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
ド
イ
ツ
や
オ
ラ
ン
ダ
に
ま
で
調
査
旅
行
に

出
か
け
、
そ
の
経
験
か
ら
、
社
会
問
題
の
解
決
は
過
去
の
習
慣
の
な

か
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
確
信
を
深
め
る
。
そ
の

結
果
、
よ
り
進
歩
主
義
的
な
志
向
を
も
つ
サ
ン=

シ
モ
ン
主
義
者

の
同
僚
か
ら
は
、
い
く
ば
く
か
の
距
離
が
生
じ
た
よ
う
で
あ
る︶

5
︵

。

鉱
山
学
校
は
首
席
で
入
学
・
卒
業
す
る
が
、
一
八
三
〇
年
四
月
、

助
手
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
鉱
山
学
校
の
実
験
室
で
カ
リ
ウ
ム
準

備
中
に
爆
発
事
故
が
起
き
る
。
ル
・
プ
レ
は
そ
の
犠
牲
者
と
な
っ
て

両
手
に
ひ
ど
い
火
傷
を
負
い
、
し
ば
ら
く
床
に
伏
す
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
。
同
年
七
月
に
は
外
で
起
き
て
い
る
革
命
の
騒
乱
を
耳
に

し
つ
つ
、
ル
・
プ
レ
は
毎
年
一
定
の
時
間
を
家
族
と
諸
社
会
の
研
究

に
割
く
と
心
に
誓
っ
た
よ
う
だ
。
一
八
三
四
年
に
金
属
産
業
統
計
委

員
会
が
創
設
さ
れ
た
と
き
に
は
、
ル
・
プ
レ
は
そ
の
事
務
の
任
に
当

た
る
。
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
の
み
な
ら
ず
ス
ペ
イ
ン
や
ベ
ル
ギ
ー
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
ト
ル
コ
、
ロ
シ
ア
へ
赴
い
て
実
地
調
査

を
行
う
よ
う
に
な
る
。﹃
ス
ペ
イ
ン
の
自
然
誌
お
よ
び
鉱
物
資
源
に
関

す
る
所
見
﹄（
一
八
三
四
）
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ド
ネ
ツ
ク
炭
田
の
地
質

地
図
（
一
八
三
九
）、フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
絹
生
産
統
計
（
一
八
三
九
）

な
ど
の
著
作
や
報
告
書
を
著
す
一
方
、
一
八
三
四
年
か
ら
一
八
四
〇

年
ま
で
﹃
鉱
山
年
報 （Annales des M

ines

）﹄
の
編
集
に
も
携
わ
っ
て

い
る
。
こ
の
雑
誌
は
一
八
世
紀
に
創
刊
さ
れ
た
が
、
し
ば
ら
く
刊
行

が
途
絶
え
て
お
り
、
ル
・
プ
レ
は
そ
の
再
刊
の
任
に
当
た
る
。
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開
催
さ
れ
た
の
を
契
機
と
し
て
、
一
八
五
五
年
に
は
パ
リ
で
も
同
様

の
試
み
が
な
さ
れ
る
。そ
の
折
に
途
中
か
ら
の
関
与
で
は
あ
っ
た
が
、

ル
・
プ
レ
は
組
織
委
員
長
を
務
め
て
い
る
。
ま
た
一
八
六
二
年
に
ロ

ン
ド
ン
で
二
回
目
の
万
博
が
開
か
れ
た
と
き
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
出
品

展
示
に
関
し
て
指
揮
を
取
る
。

そ
し
て
一
八
六
七
年
の
二
回
目
の
パ
リ
博
に
際
し
て
は
、
ル
・
プ

レ
は
自
ら
の
構
想
を
携
え
つ
つ
再
び
組
織
委
員
長
を
務
め
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
と
き
彼
は
、﹁
人
間
の
必
要
﹂
と
い
う
原
理
に
基
づ
い

て
膨
大
な
展
示
品
を
分
類
す
る
方
法
を
提
示
す
る
。
ル
・
プ
レ
に
よ

れ
ば
、
人
間
の
必
要
は
あ
ら
ゆ
る
民
族
を
越
え
て
普
遍
的
な
も
の
で

あ
り
、
肉
体
的
な
必
要
か
ら
精
神
的
な
必
要
ま
で
様
々
な
段
階
が
あ

る
。そ
う
し
た
諸
段
階
の
必
要
を
満
た
す
モ
ノ
を
展
示
す
る
こ
と
で
、

産
業
の
一
覧
を
合
理
的
か
つ
体
系
的
な
か
た
ち
で
示
す
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
原
理
に
基
づ
い
て
、
一
八
六
七
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
で

は
一
〇
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
た
分
類
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
沿
っ

て
会
場
が
整
備
さ
れ
、
モ
ノ
の
展
示
が
行
わ
れ
る︶

9
︵

。
ま
た
ル
・
プ
レ

は
こ
の
博
覧
会
か
ら
、
階
級
対
立
を
乗
り
越
え
社
会
平
和
を
実
現
し

て
い
る
工
房
を
表
彰
す
る
制
度
も
導
入
し
て
い
る
。

か
く
し
て
会
期
中
に
一
二
〇
〇
万
人
も
が
訪
れ
る
博
覧
会
―
―
入

場
者
数
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
回
転
棒
の
付
い
た
入
り
口
（tourniquet

）

も
ル
・
プ
レ
の
発
案
に
よ
る
―
―
の
組
織
運
営
に
尽
力
す
る
一
方

で
、
こ
の
時
期
に
は
自
身
の
方
法
論
や
思
想
を
明
確
に
打
ち
出
す

著
作
を
世
に
出
し
て
い
る
。﹃
観
察
法
指
南
（Instructions sur la 

山
脈
か
ら
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
わ
た
る
幅
広
い
地
域
に
お
け
る
三
六
家

族
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
が
収
め
ら
れ
、
二
六
人
の
共
著
者
が
い
る
。
ル
・

プ
レ
は
企
業
組
織
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
社
会
調
査
も
集
団
で
組
織
的

に
行
っ
て
い
た
。
冒
頭
で
ル
・
プ
レ
は
﹁
労
働
者 

（ouvrier

）﹂
に

つ
い
て
厳
密
な
定
義
を
行
っ
て
お
り
、
家
計
の
主
従
、
所
有
の
有
無
、

雇
用
・
業
務
形
態
に
応
じ
て
七
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
区
分
さ
れ
て
い

る︶
7
︵

。
フ
ォ
リ
オ
版
と
い
う
超
大
判
の
本
書
は
、
各
頁
が
二
段
で
組
ま

れ
て
い
る
。
各
家
族
の
家
計
に
つ
い
て
は
、
左
側
ペ
ー
ジ
に
収
入
、

右
側
ペ
ー
ジ
に
支
出
が
記
載
さ
れ
、
見
開
き
で
一
覧
で
き
る
。
家
計

は
家
族
を
め
ぐ
る
調
査
項
目
の
な
か
で
も
っ
と
も
重
要
視
さ
れ
て
お

り
、
ル
・
プ
レ
が
社
会
生
活
の
諸
形
態
を
分
析
す
る
う
え
で
鍵
と
な

る
項
目
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
長
年
に
わ
た
り
多
く
の
者

が
携
わ
っ
た
社
会
調
査
の
結
果
と
し
て
、
厳
密
な
方
法
論
と
綿
密
な

観
察
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
刊
行
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
﹃
社
会

学
的
方
法
の
規
準
﹄（
一
八
九
五
）
に
先
立
つ
こ
と
四
〇
年
、
き
わ

め
て
先
駆
的
な
著
作
で
あ
る
と
い
え
る
。
物
理
的
な
意
味
に
お
い
て

だ
け
で
な
く
、
ま
さ
に
社
会
学
の
大
著
と
い
う
べ
き
書
で
あ
る︶

8
︵

。

一
‐
五　

第
二
帝
政
と
万
国
博
覧
会

第
二
帝
政
下
で
ル
・
プ
レ
は
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
入
り
、
皇
帝

ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
政
治
顧
問
を
務
め
、
時
の
政
策
に
も
関
わ
る
よ

う
に
な
る
。
と
り
わ
け
ル
・
プ
レ
が
深
く
関
与
す
る
の
が
万
国
博
覧

会
の
開
催
で
あ
る
。
一
八
五
一
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
大
規
模
な
万
博
が
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個
人
主
義
の
台
頭
に
よ
る
社
会
解
体
を
批
判
し
、
均
分
相
続
の
制
度

改
定
を
強
く
提
唱
し
て
い
る
。
ま
た
一
八
五
六
年
に
ル
・
プ
レ
は
﹁
社

会
経
済
学
実
践
研
究
国
際
協
会
（Société internationale des études 

pratiques d ՚économ
ie sociale

）﹂
通
称
﹁
社
会
経
済
学
協
会 （SES 
: Société d ՚Économ

ie Sociale

）
を
創
設
す
る
。
こ
の
団
体
に
は
学

者
だ
け
で
な
く
、
実
業
家
や
政
治
家
、
官
僚
も
加
わ
り
、
一
八
六
五

年
の
時
点
で
三
〇
〇
名
の
会
員
を
数
え
る
に
至
る
。
一
八
六
七
年
に

ル
・
プ
レ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
に
よ
り
元
老
院
議
員
に
任
命
さ
れ
て

い
る
。

一
‐
六　

第
三
共
和
政
と
『
社
会
改
革
』

し
か
し
一
八
七
〇
年
の
普
仏
戦
争
で
の
敗
北
・
第
二
帝
政
の
崩
壊

は
、
上
か
ら
の
社
会
改
革
の
見
直
し
を
ル
・
プ
レ
に
迫
る
。
翌
年
の

パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
際
に
は
、
個
人
で
所
蔵
し
て
い
た
文
書
の
多

く
が
焼
失
す
る
。以
降
ル
・
プ
レ
は
政
府
の
要
職
に
就
く
こ
と
を
拒
み
、

社
会
事
業
の
普
及
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
八
七
四
年
に
は
彼

の
学
派
に
よ
る
成
果
を
知
ら
し
め
る
べ
く
﹁
社
会
平
和
の
た
め
の
連

合 （U
nion pour la paix sociale

）﹂
を
創
設
、
一
八
八
一
年
に
は
機
関

紙﹃
社
会
改
革 （La Réform

e sociale

）﹄を
創
刊
す
る
。一
八
八
二
年
、

ル
・
プ
レ
は
七
二
歳
の
誕
生
日
を
目
前
に
パ
リ
で
亡
く
な
る
が
、
彼

の
死
後
は
﹁
社
会
平
和
の
た
め
の
連
合
﹂
は
分
裂
し
、
分
派
は
別
の

機
関
紙
﹃
社
会
科
学 （La Science sociale

）﹄
を
創
刊
す
る
。

ル
・
プ
レ
に
よ
れ
ば
、
過
度
に
中
央
集
権
化
さ
れ
た
国
家
の
台
頭

m
éthode d՚observation

）﹄（
一
八
六
二
）、﹃
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

社
会
改
革
（La réform

e sociale en France

）﹄（
一
八
六
四
）、﹃
労

働
の
組
織 
（O

rganisation du travail

）﹄（
一
八
七
〇
）、﹃
家
族
の

組
織
（O

rganisation de la fam
ille

）﹄（
一
八
七
一
）
な
ど
の
著
作

が
そ
れ
で
あ
る
。と
り
わ
け﹃
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会
改
革
﹄で
は
、

図１　�ル・プレ『ヨーロッパの労働者』より（LE PLAY, Frédéric, Les 
Ouvriers européens. Études sur les travaux, la vie domestique et la 
condition morale des populations ouvrières de l՚Europe, in-folio, 
Imprimerie impériale, 1855, pp.52-53.）

L」 I

二`三三ご三：：＿――•… 文辛字＇ごー 渥攣轡琴琴戸芦戸

彎三戸二：：一麟 戸二—· --
- ： 一一•一 団目盆 I 詰室~~-----------

＝二・ -＝=-===-—· •一～王—→王王芸壱二ぞー•一ニ―---

詞疇麟涵三云．宅主王屯髯

□ 戸三ミ
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で
は
椅
子
に
座
ら
ず
、
立
っ
た
ま
ま
仕
事
を
続
け
た
。
た
だ
、
視
力

は
衰
え
、
ま
た
若
い
頃
に
鉱
山
学
校
の
事
故
で
負
っ
た
火
傷
の
せ
い

で
、
片
手
は
こ
わ
ば
っ
て
不
自
由
な
ま
ま
だ
っ
た
。

一
‐
七　

ル
・
プ
レ
の
多
面
的
業
績

か
く
し
て
、
ル
・
プ
レ
の
業
績
は
き
わ
め
て
多
方
面
に
わ
た
る
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ペ
リ
エ
の
表
現
に
よ
れ
ば
、そ
の
業
績
は﹁
鉱
山
技
師
、

冶
金
学
者
、
社
会
意
識
を
有
す
る
技
術
者
、
探
鉱
者
、
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
、
統
計
家
、
大
規
模
産
業
・
鉱
業
事
業
監
督
者
、
技
術
開
発
の
主

導
者
、
万
国
博
覧
会
組
織
委
員
長
、
社
会
学
者
、
社
会
改
革
家
、
道

徳
家
、
信
仰
者
、
公
的
人
物
、
国
家
顧
問
、
元
老
院
議
員
﹂
に
お
よ

ぶ︶
10
︵

。
ル
・
プ
レ
を
社
会
学
の
先
駆
者
と
し
て
し
か
み
な
い
の
は
、
あ

ま
り
に
も
視
野
が
狭
す
ぎ
る
。
ル
・
プ
レ
が
生
き
た
の
は
、
市
民
革

命
・
産
業
革
命
を
経
て
、
技
術
革
新
が
進
み
、
人
口
の
大
規
模
な
移

動
が
生
じ
、
階
級
対
立
が
激
化
す
る
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
起

こ
る
様
々
な
社
会
問
題
を
解
決
す
べ
き
取
り
組
み
が
、
彼
の
多
面
的

な
業
績
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
ル
・
プ
レ
を
社
会
学
の
先
駆
者
と

し
て
み
る
場
合
に
は
、
そ
の
こ
と
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

黎
明
期
の
社
会
学
は
、
同
時
代
に
起
こ
る
社
会
問
題
の
解
決
と
い

う
実
践
と
強
く
結
び
つ
い
て
お
り
、そ
の
解
決
の
た
め
の
実
践
に
は
、

同
時
代
に
生
み
出
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
深
く
関
与

し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
古
き
も
の
と
新
し
い
も
の
と
が
同
時
に
探
求

さ
れ
て
お
り
、
単
純
に
保
守
か
革
新
か
で
切
り
分
け
る
こ
と
が
で
き

と
、
そ
れ
に
伴
う
利
己
主
義
的
な
個
人
主
義
の
蔓
延
が
、
近
代
社
会

の
悪
弊
の
根
源
に
あ
る
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
共
に
始
ま
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
絶
対
王
政
期
に
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
、
フ
ラ
ン

ス
革
命
は
む
し
ろ
そ
う
し
た
悪
弊
に
た
い
す
る
不
十
分
な
解
決
策
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
悪
弊
を
取
り
除
く
た
め
に
は
、
革
命
の
よ
う
な

短
期
間
の
急
激
な
変
革
で
は
な
く
、
漸
進
的
で
規
則
的
な
改
良
が
必

要
だ
と
い
う
の
が
ル
・
プ
レ
の
考
え
で
、
そ
れ
が
す
な
わ
ち
﹁
社
会

改
革
﹂
で
あ
る
。
道
徳
の
基
盤
は
宗
教
で
あ
り
、
社
会
の
基
本
は
家

族
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
彼
の
基
本
的
な
信
念
で
あ
る
。

他
方
で
ル
・
プ
レ
は
、
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
教
義
に
基
づ
く
の
で

は
な
く
、
綿
密
な
社
会
観
察
に
基
づ
い
て
科
学
的
な
手
法
で
人
び
と

の
習
俗
を
見
出
そ
う
と
す
る
。
ま
た
当
時
の
先
端
的
な
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
産
業
に
応
用
し
よ
う
と
す
る
。
た
だ

し
、
そ
う
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
適
用
し
た
新
た
な
産
業
の
あ
り
方

が
、
従
来
の
社
会
的
紐
帯
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
を
、
彼
は
強
く
認
識
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
法
律
の
布
告

に
よ
っ
て
上
か
ら
の
改
革
を
行
う
の
で
は
な
く
、
法
と
習
俗
と
を
巧

み
に
組
み
合
わ
せ
て
、
漸
進
的
な
改
良
を
目
指
す
の
が
、
ル
・
プ
レ

の
方
法
論
で
あ
る
。

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
貧
し
い
家
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
ル
・
プ
レ
は

パ
リ
の
大
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
と
し
て
生
涯
を
終
え
る
。
ロ
シ
ア
か
ら

イ
ベ
リ
ア
半
島
に
い
た
る
広
範
な
地
域
を
、
長
期
に
わ
た
っ
て
徒
歩

で
調
査
し
続
け
た
お
か
げ
か
、
高
齢
に
な
っ
て
も
パ
リ
の
広
い
書
斎
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な
調
査
が
続
け
ら
れ
、
半
世
紀
に
わ
た
る
経
過
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
直
系
家
族
は
ル
・
プ
レ
の
社
会
的
な

理
想
の
基
礎
を
な
す
家
族
形
態
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
点
で
も
こ
れ

ら
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
は
興
味
深
く
、
仔
細
に
辿
り
直
す
価
値
が
あ
る︶

11
︵

。

ル
・
プ
レ
に
よ
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
は
三
部
か
ら
な
る
。
ま
ず
﹁
前
提

と
な
る
所
見
﹂
で
は
、
土
地
・
生
業
・
人
口
の
状
態
、
家
族
の
戸

籍
、
宗
教
と
道
徳
習
慣
、
衛
生
と
健
康
管
理
、
家
族
の
地
位
、
財
産

（
動
産
と
衣
類
は
除
く
）、
共
有
地
、
労
働
と
生
業
、
食
料
と
食
事
、

住
居
お
よ
び
動
産
、
衣
類
、
娯
楽
、
生
活
の
主
要
局
面
、
家
族
の
身

体
的
お
よ
び
精
神
的
幸
福
を
支
え
る
習
慣
と
制
度
等
の
項
目
に
沿
っ

て
、メ
ル
ー
ガ
家
の
詳
細
が
記
述
さ
れ
る
。
次
い
で
﹁
家
族
の
家
計
﹂

が
述
べ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
が
他
の
調
査
同
様
、
ル
・
プ
レ
の
家
族
研

究
の
中
心
を
な
す
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
年
間
の
家
計
収
入
、

年
間
の
家
計
支
出
、
家
計
に
付
随
す
る
会
計
（
企
業
体
と
し
て
の
家

族
の
会
計
）
に
つ
い
て
、詳
細
な
項
目
と
数
字
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
最
終
部
の
﹁
社
会
構
成
の
諸
要
素
・
社
会
組
織
の
諸
事
実
﹂

で
は
、
ラ
ヴ
ダ
ン
農
民
に
お
け
る
家
族
財
産
の
包
括
的
相
続
、
ラ
ヴ

ダ
ン
の
旧
社
会
組
織
、
家
族
の
年
間
貯
蓄
計
画
、
賃
労
働
者
に
委
託

し
て
農
民
に
免
除
さ
れ
る
労
役
な
い
し
は
労
働
交
換
、
旧
ラ
ヴ
ダ
ン

高
地
渓
谷
の
耕
作
シ
ス
テ
ム
、
安
定
し
た
住
民
の
世
俗
の
幸
福
に
資

す
る
べ
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
聖
職
者
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
人
格
的

影
響
力
の
主
要
原
因
と
い
う
項
目
に
沿
っ
て
、
メ
ル
ー
ガ
家
を
取
り

巻
く
よ
り
広
い
社
会
組
織
や
産
業
構
成
が
論
じ
ら
れ
て
い
く
。

な
い
。
誕
生
し
つ
つ
あ
る
社
会
学
に
と
っ
て
は
何
よ
り
も
、
激
し
い

変
化
の
さ
な
か
で
、
そ
の
変
化
が
ど
う
い
う
も
の
か
を
捉
え
る
の
が

急
務
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
の
社
会
学
は
、﹁
〇
〇
か
ら

○
○
へ
﹂
と
い
う
命
題
を
打
ち
出
そ
う
と
す
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
で
あ

れ
ば
軍
事
型
社
会
か
ら
産
業
型
社
会
へ
、
テ
ン
ニ
ー
ス
で
あ
れ
ば
ゲ

マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
か
ら
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
へ
、
ま
た
コ
ン
ト
で
あ
れ

ば
、
神
学
的
状
態
か
ら
形
而
上
学
的
状
態
へ
を
経
て
、
実
証
的
状
態

へ
と
三
状
態
を
想
定
し
て
い
る
。
後
で
見
る
よ
う
に
、
ル
・
プ
レ
も

や
は
り
三
状
態
が
念
頭
に
あ
る
。
彼
の
業
績
を
振
り
返
る
こ
と
で
、

二
一
世
紀
の
社
会
学
徒
も
、
改
め
て
黎
明
期
の
社
会
学
が
抱
え
て
い

た
問
題
意
識
を
思
い
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。

二　

直
系
家
族
メ
ル
ー
ガ
家

二
‐
一　

ル
・
プ
レ
に
お
け
る
家
族
的
な
も
の

こ
こ
で
は
、
ル
・
プ
レ
が
個
人
的
な
も
の
に
対
置
す
る
家
族
的
な

も
の
を
考
察
す
る
た
め
に
、
彼
が
一
八
五
六
年
に
ピ
レ
ネ
ー
で
行
っ

た
調
査
に
基
づ
い
て
著
す
直
系
家
族
メ
ル
ー
ガ
家
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
を

参
照
し
よ
う
。
こ
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
は
、
ま
ず
一
八
五
七
年
刊
の
﹃
両

世
界
の
労
働
者
（Les O

uvriers des deux m
ondes

）﹄
に
収
録
さ
れ
、

さ
ら
に
﹃
家
族
の
組
織
﹄（
一
八
七
一
）
や
﹃
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
者
﹄

第
二
版（
一
八
七
七
）に
も
再
録
さ
れ
る
。メ
ル
ー
ガ
家
に
つ
い
て
は
、

エ
ミ
ー
ル
・
シ
ェ
イ
ソ
ン
ら
ル
・
プ
レ
の
弟
子
に
よ
っ
て
も
継
続
的
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直
系
家
族
（fam

ille-souche

）
と
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
家
族
の
中

間
的
な
形
態
で
あ
る
。
兄
弟
姉
妹
の
う
ち
た
だ
一
人
（
長
男
と
は
限

ら
な
い
）
が
結
婚
し
て
も
家
に
留
ま
り
、
相
続
者
と
な
る
。
相
続
者

は
親
と
協
力
し
て
、
先
祖
の
伝
統
を
守
る
。
相
続
者
以
外
の
兄
弟
姉

妹
は
、
独
身
の
あ
い
だ
は
家
に
留
ま
る
が
、
結
婚
す
れ
ば
家
族
を
離

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
家
族
を
離
れ
た
者
た
ち
は
、
互
い
に
独
立

し
て
や
っ
て
い
く
場
合
も
あ
れ
ば
、
共
同
し
て
事
業
を
行
う
場
合
も

あ
る
。
ま
た
、
伝
統
に
忠
実
に
生
き
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
自
身
の
主

導
で
新
た
な
生
活
を
切
り
開
く
場
合
も
あ
る
。
家
父
長
家
族
は
伝
統

と
共
同
体
精
神
を
維
持
す
る
が
、
不
安
定
家
族
は
進
取
と
個
人
主
義

精
神
を
促
進
す
る
。
こ
の
対
立
す
る
傾
向
を
調
和
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
利
点
を
活
か
し
悪
弊
を
取
り
除
く
の
が
直
系
家
族
で
あ
り
、
ル
・

プ
レ
に
と
っ
て
は
理
想
の
家
族
形
態
だ
と
さ
れ
る
。

二
‐
三　

ピ
レ
ネ
ー
・
ラ
ヴ
ダ
ン
渓
谷
・
コ
ト
レ
村

メ
ル
ー
ガ
家
は
、
ピ
レ
ネ
ー
の
ラ
ヴ
ダ
ン
渓
谷
に
位
置
す
る
コ
ト

レ
村
で
代
々
続
く
家
系
で
あ
る
。
コ
ト
レ
は
ル
ル
ド
の
南
西
三
〇
キ

ロ
、
ス
ペ
イ
ン
国
境
ま
で
は
二
〇
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
山
中

の
村
で
、現
在
の
人
口
は
九
〇
〇
人
あ
ま
り
、温
泉
や
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ル
ル
ド
の
町
は
、
少
女
ベ
ル
ナ
デ
ッ
タ

が
聖
母
マ
リ
ア
の
出
現
を
目
撃
し
た
と
さ
れ
る
奇
蹟
で
有
名
で
、
以

降
は
巡
礼
の
地
・
療
養
の
場
と
し
て
栄
え
る
。
そ
の
奇
蹟
が
起
こ
る

の
は
、
ル
・
プ
レ
が
調
査
で
コ
ト
レ
を
訪
れ
た
三
年
後
、
一
八
五
九

二
‐
二　

�

家
族
の
三
類
型
―
―
家
父
長
家
族
／
不
安
定
家
族

／
直
系
家
族

メ
ル
ー
ガ
家
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
検
討
す
る
前
に
、
直
系
家
族
と

は
何
か
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
ル
・
プ
レ
は
﹃
家
族
の
組

織
﹄（
一
八
七
一︶

12
︵

）
で
、
家
族
形
態
を
家
父
長
家
族
／
不
安
定
家
族

／
直
系
家
族
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
家
父
長
家
族
（fam

ille 
patriarcale

）
で
は
、
息
子
は
す
べ
て
結
婚
後
も
家
に
留
ま
る
。
部

族
的
な
共
同
体
が
形
成
さ
れ
、
長
老
の
監
督
の
も
と
、
子
供
た
ち
は

早
く
か
ら
祖
先
の
習
慣
や
考
え
方
を
身
に
つ
け
る
。
そ
の
た
め
、
伝

統
と
共
同
体
精
神
が
保
た
れ
や
す
い
。
こ
う
し
た
家
族
を
中
心
と
す

る
社
会
は
、
習
慣
の
権
威
が
機
能
し
て
い
る
あ
い
だ
は
、
相
互
の
義

務
が
確
立
さ
れ
公
平
さ
が
保
た
れ
る
が
、
堕
落
し
て
習
慣
が
機
能
し

な
く
な
る
と
、
個
人
に
た
い
し
て
抑
圧
的
な
体
制
と
な
る
。

こ
れ
に
た
い
し
て
不
安
定
家
族
（fam

ille instable
）
で
は
、
子

供
た
ち
は
結
婚
す
る
と
両
親
の
元
を
離
れ
て
自
立
す
る
。
今
日
い
う

と
こ
ろ
の
核
家
族
で
あ
る
。
老
齢
に
な
る
と
孤
立
し
て
生
活
し
、
両

親
も
先
祖
の
伝
統
か
ら
離
れ
て
生
活
す
る
た
め
に
、
そ
れ
が
子
供
た

ち
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
は
な
い
。若
者
た
ち
は
独
立
精
神
を
育
み
、

ま
た
家
族
外
の
社
会
環
境
の
影
響
を
受
け
や
す
く
な
る
。
こ
う
し
た

家
族
を
中
心
と
す
る
社
会
は
、
優
れ
た
少
数
の
人
物
に
よ
っ
て
一
時

的
な
繁
栄
を
迎
え
る
場
合
も
あ
る
が
、
過
度
の
個
人
主
義
が
進
ん
で

不
安
定
な
も
の
と
な
り
、
飽
く
こ
と
な
く
新
し
さ
を
求
め
る
だ
け
に

な
る
。
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し
て
強
い
が
、
他
方
で
家
族
の
成
員
間
の
愛
情
も
深
く
、
子
供
た
ち

も
大
切
に
さ
れ
、
そ
の
教
育
に
も
力
が
注
が
れ
て
い
る
、
と
あ
る︶

15
︵

。

二
‐
四　

メ
ル
ー
ガ
家
の
家
族
構
成

メ
ル
ー
ガ
と
は
も
と
も
と
地
所
の
名
前
で
あ
っ
て
、
戸
籍
上
の
姓

で
は
な
い
。
四
世
代
す
べ
て
女
性
が
相
続
人
と
な
っ
た
た
め
、
戸
籍

上
の
姓
は
世
代
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
。
一
八
三
七
年
に
夫
ベ
ル

ナ
ー
ル
・
ウ
ス
タ
レ
と
妻
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
・
ピ
ー
が
結
婚
し
て
以
来
、

メ
ル
ー
ガ
が
こ
の
家
族
の
通
称
と
な
る
。
一
八
五
六
年
に
ル
・
プ
レ

が
調
査
し
た
と
き
、
こ
の
家
族
を
構
成
す
る
の
は
以
下
の
一
五
名
で

あ
る
。
①
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ピ
ー
（
七
四
歳
）
が
生
ま
れ
た
の
は
、
前
世

紀
の
旧
体
制
下
一
七
八
二
年
、
彼
が
主
人
（m

aître de m
aison

）
で

あ
る
。
②
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
・
ピ
ー
（
四
五
歳
）
は
、
ジ
ョ
ゼ
フ
の
長
女

で
、相
続
人
た
る
女
主
人（m

aîtresse de m
aison héritière

）で
あ
る
。

彼
女
は
当
時
、八
人
目
の
子
を
妊
娠
中
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ゼ
フ
の
妻
、

サ
ヴ
ィ
ー
ナ
の
母
で
あ
る
ド
ミ
ニ
ケ
ッ
ト
・
デ
ュ
ル
モ
は
す
で
に
亡

く
な
っ
て
い
る
が
、
彼
女
が
以
前
の
相
続
人
で
あ
る
。
サ
ヴ
ィ
ー
ナ

の
夫
③
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ウ
ス
タ
レ
（
六
〇
歳
）
は
、
家
長
（chef de 

fam
ille

）
で
あ
る
。
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
と
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
あ
い
だ
に
は
、

す
で
に
七
人
の
子
供
が
い
て
、
み
な
健
在
、
戸
籍
上
の
姓
は
父
方
の

ウ
ス
タ
レ
で
あ
る
。
長
女
の
④
マ
ル
ト
（
一
八
歳
）
が
将
来
の
相
続

人
、
次
女
の
⑤
ユ
ー
ラ
リ
ー
（
一
八
歳
）
は
、
マ
ル
ト
と
双
子
の
姉

妹
で
あ
る
。
⑥
ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ
（
一
六
歳
）
が
三
女
、⑦
エ
リ
ザ
ベ
ー

年
の
こ
と
で
あ
る
。
ル
ル
ド
か
ら
コ
ト
レ
へ
の
道
の
り
は
、
ピ
レ

ネ
ー
山
脈
の
奥
深
く
へ
入
っ
て
い
く
道
で
、
今
な
ら
自
動
車
で
行
け

ば
そ
れ
ほ
ど
時
間
が
か
か
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
当
時
こ
の
山
道
を
徒

歩
で
登
る
に
は
、
季
節
や
天
候
に
よ
っ
て
は
十
時
間
を
要
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
か
く
な
る
山
奥
で
メ
ル
ー
ガ
家
は
二
五
世
紀
に
わ
た
っ

て
続
き
、
同
じ
地
所
で
四
世
紀
続
く
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
の
様
々
な

家
族
を
観
察
し
た
ル
・
プ
レ
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
理
想
的
な
家
族

形
態
と
さ
れ
る
。
ル
・
プ
レ
の
説
く
社
会
改
革
と
は
詰
ま
る
と
こ
ろ
、

メ
ル
ー
ガ
家
の
よ
う
な
直
系
家
族
の
モ
デ
ル
を
拡
げ
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。

モ
ノ
グ
ラ
フ
は
コ
ト
レ
村
の
地
理
や
土
壌
、
気
候
か
ら
始
ま
り
、

牧
草
地
や
耕
作
地
、
森
林
等
の
面
積
に
つ
い
て
、
数
字
が
列
挙
さ
れ

て
い
る
。
当
時
の
コ
ト
レ
の
人
口
は
現
在
よ
り
も
多
く
一
三
七
六
人

で
、
お
よ
そ
五
〇
の
家
族
か
ら
な
っ
て
い
た︶

13
︵

。
独
立
農
民
、
小
作
人
、

木
樵
、
炭
焼
き
、
手
工
業
者
な
ど
、
職
業
別
の
人
口
や
、
年
齢
層
・

性
別
・
結
婚
の
有
無
に
よ
る
人
口
の
記
載
も
あ
る
。

住
民
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
は
篤
く
、
儀
礼
も
か
か
さ
ず
行
わ
れ
、

家
族
の
最
年
長
者
で
あ
る
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ピ
ー
と
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ル
モ

の
二
名
は
信
徒
団
の
会
員
で
あ
る
。
ル
・
プ
レ
に
よ
れ
ば
、
直
系
家

族
を
中
心
と
し
た
社
会
に
お
い
て
は
、
聖
職
者
の
社
会
的
影
響
力
は

強
く
な
る
。
そ
れ
は
ピ
レ
ネ
ー
の
み
な
ら
ず
、
ジ
ュ
ラ
や
ア
ル
プ
、

オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
、
ケ
ル
シ
ー
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る︶

14
︵

。
道
徳
習

慣
に
つ
い
て
は
、
年
長
者
の
権
威
に
年
少
者
が
従
う
習
慣
は
依
然
と
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ト
（
一
四
歳
）
が
四
女
、⑧
ス
ザ
ン
ヌ
（
一
二
歳
）
が
五
女
、⑨
ジ
ョ

ゼ
フ
（
九
歳
）
が
長
男
、
⑩
ド
ロ
テ
（
七
歳
）
が
六
女
で
あ
る
。
さ

ら
に
家
族
に
は
、サ
ヴ
ィ
ー
ナ
の
叔
父
⑪
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ル
モ
（
五
六

歳
）が
い
る
。
彼
は
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
の
亡
く
な
っ
た
母
ド
ミ
ニ
ケ
ッ
ト
・

デ
ュ
ル
モ
の
弟
で
あ
り
、
独
身
の
ま
ま
家
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ド
ミ

ニ
ケ
ッ
ト
の
妹
で
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
の
叔
母
⑫
マ
リ
ー
・
デ
ュ
ル
モ（
四
八

歳
）
も
同
様
に
、
独
身
の
ま
ま
家
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
⑬
ジ
ャ

ン=

ピ
エ
ー
ル
・
ピ
ー
（
三
八
歳
）
は
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ピ
ー
の
息
子
、

つ
ま
り
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
の
弟
で
あ
り
、
独
身
の
ま
ま
家
に
留
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
弟
⑭
ド
ミ
ニ
ッ
ク
・
ピ
ー
（
三
二
歳
）
も
、
病
弱
で
独
身

の
ま
ま
家
に
留
ま
っ
て
い
る
。
同
居
家
族
に
は
こ
れ
以
外
に
、
⑮
ア

ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
Ｒ
（
五
九
歳
）
が
い
る
が
、
彼
は
血
縁
関
係
の
な
い

羊
飼
い
使
用
人
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
戸
籍
上
の
姓
は
ピ
ー
、
デ
ュ

ル
モ
、
ウ
ス
タ
レ
と
異
な
る
が
、
使
用
人
の
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
以
外
は

皆
メ
ル
ー
ガ
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
。

一
八
五
六
年
の
メ
ル
ー
ガ
家
は
、
こ
の
よ
う
に
一
五
名
か
ら
な
る

大
家
族
だ
が
、
世
代
別
に
見
れ
ば
第
一
世
代
が
①
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ピ
ー

（
七
四
歳
）
と
そ
の
亡
き
妻
の
弟
⑪
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ル
モ
（
五
六
歳
）・

妹
⑫
マ
リ
ー
・
デ
ュ
ル
モ
（
四
八
歳
）、第
二
世
代
が
②
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
・

ピ
ー
（
四
五
歳
）
と
③
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ウ
ス
タ
レ
（
六
〇
歳
）
の
夫

婦
、
お
よ
び
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
の
弟
二
人
⑬
ジ
ャ
ン=

ピ
エ
ー
ル
・
ピ
ー

（
三
八
歳
）
と
⑭
ド
ミ
ニ
ッ
ク
・
ピ
ー
（
三
二
歳
）
で
あ
る
。
そ
し

て
第
三
世
代
が
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
＆
ベ
ル
ナ
ー
ル
夫
婦
の
六
人
の
娘
④
マ

図２　1856 年のメルーガ家
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四
つ
の
真
鍮
製
燭
台
が
合
計
で
三
〇
フ
ラ
ン
で
あ
る
。
食
器
で
高
価

な
の
は
、
銅
製
の
タ
ル
ト
型
（
一
四
・
五
〇
フ
ラ
ン
）
や
銅
製
の
三

つ
の
鍋
（
合
計
で
二
三
・
五
〇
フ
ラ
ン
）
で
あ
る
。
衣
服
も
男
女
別
・

年
齢
別
に
、
ま
た
祭
日
用
・
労
働
用
に
分
け
て
、
上
着
か
ら
ハ
ン
カ

チ
に
至
る
ま
で
個
々
の
ア
イ
テ
ム
の
価
格
が
記
さ
れ
て
お
り
、
最
終

的
に
男
性
成
人
六
名
、
男
児
一
名
、
女
性
成
人
五
名
、
女
児
三
名
分

の
総
計
金
額
が
挙
げ
ら
れ
る
。

耕
作
や
収
穫
、
家
畜
の
世
話
な
ど
の
労
働
内
容
も
、
男
女
別
・
年

齢
別
に
記
さ
れ
て
い
る
。
年
間
の
労
務
内
容
に
つ
い
て
も
月
ご
と
に

詳
細
に
記
さ
れ
、
作
物
ご
と
の
播
種
や
除
草
、
収
穫
、
脱
穀
、
牧
場

の
管
理
や
屠
畜
、
堆
肥
の
処
理
に
つ
い
て
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
耕
作
地
は
全
部
で
二
・
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

小
麦
、
ラ
イ
麦
、
大
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
蕎
麦
、
キ
ビ
、
カ
ブ
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
エ
ン
ド
ウ
豆
、
イ
ン
ゲ
ン
豆
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

主
な
家
畜
は
乳
牛
と
羊
で
、
牛
乳
や
バ
タ
ー
、
仔
牛
肉
、
牛
脂
の
販

売
が
現
金
収
入
の
三
分
の
二
を
占
め
て
お
り
、
仔
羊
や
羊
毛
、
羊
脂
、

羊
乳
（
牛
乳
と
混
ぜ
て
チ
ー
ズ
や
バ
タ
ー
に
す
る
）
も
売
ら
れ
て
い

る
。
蜜
蜂
の
飼
育
、
糸
や
布
、
木
靴
の
製
造
も
行
わ
れ
て
い
る︶

18
︵

。

二
‐
六　

メ
ル
ー
ガ
家
の
食
生
活

ル
・
プ
レ
に
よ
れ
ば
メ
ル
ー
ガ
家
の
食
生
活
は
、
家
族
全
員
の
労

働
力
を
維
持
す
る
に
十
分
で
は
あ
る
が
、
祭
日
の
料
理
を
含
め
て
厳

し
く
倹
約
さ
れ
、ま
っ
た
く
無
駄
が
な
い
。
主
要
な
食
べ
物
は
穀
類
、

ル
ト（
一
八
歳
）⑤
ユ
ー
ラ
リ
ー（
一
八
歳
）⑥
ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ（
一
六

歳
）
⑦
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
（
一
四
歳
）
⑧
ス
ザ
ン
ヌ
（
一
二
歳
）
⑩
ド

ロ
テ
（
七
歳
）
と
一
人
息
子
⑨
ジ
ョ
ゼ
フ
（
九
歳
）
で
あ
る
。

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ピ
ー
と
亡
き
ド
ミ
ニ
ケ
ッ
ト
・
デ
ュ
ル
モ
が
結
婚
し

た
の
は
一
八
一
〇
年
の
こ
と
で
、翌
年
に
は
長
女
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
・
ピ
ー

が
生
ま
れ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ド
ミ
ニ
ケ
ッ
ト
・
デ
ュ
ル
モ

は
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
の
前
の
相
続
人
で
あ
り
、
彼
女
も
や
は
り
母
親
の
バ

テ
ィ
ス
ト
・
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
か
ら
相
続
人
を
受
け
継
い
で
い
た
。
ド
ミ

ニ
ケ
ッ
ト
の
父
親
は
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
モ
と
い
い
、
彼
と
バ
テ
ィ

ス
ト
・
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
と
の
結
婚
は
一
七
八
七
年
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以

前
に
遡
る
。
か
く
し
て
、バ
テ
ィ
ス
ト
・
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
↓
ド
ミ
ニ
ケ
ッ

ト
・
デ
ュ
ル
モ
↓
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
・
ピ
ー
↓
マ
ル
ト
・
ウ
ス
タ
レ
と
、

メ
ル
ー
ガ
家
は
四
代
に
わ
た
っ
て
母
か
ら
娘
へ
と
相
続
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
姓
の
異
な
る
四
名
の
女
性
が
相
続
人
と
な
る
。

二
‐
五　

メ
ル
ー
ガ
家
の
財
産
と
労
働

メ
ル
ー
ガ
家
の
家
屋
や
土
地
、
家
畜
、
農
機
具
、
工
具
な
ど
に
つ

い
て
、
品
目
と
価
格
が
事
細
か
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
（
花
瓶
や
鉋
、

糸
巻
き
棒
、
錘
、
針
な
ど
、
一
フ
ラ
ン
を
下
回
る
も
の
に
つ
い
て
も

記
載
が
あ
る︶

16
︵

）。
家
財
道
具
に
つ
い
て
は
、
別
項
目
で
こ
れ
ま
た
詳

細
な
記
述
が
あ
る︶

17
︵

。
家
具
で
最
も
高
価
な
の
は
一
〇
台
の
寝
台
で
、

合
計
で
八
九
五
フ
ラ
ン
。
枕
は
二
つ
だ
け
で
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ピ
ー
と

ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ル
モ
の
寝
台
に
置
か
れ
、
併
せ
て
九
・
五
〇
フ
ラ
ン
、
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呼
ば
れ
、
そ
の
折
に
は
適
量
の
ワ
イ
ン
と
肉
屋
か
ら
仕
入
れ
た
肉
が

出
る
。
最
も
豊
か
な
料
理
が
出
る
場
は
婚
礼
の
宴
で
あ
る
。
ル
・
プ

レ
に
よ
れ
ば
、
直
近
の
結
婚
式
で
は
三
二
名
が
呼
ば
れ
、
肉
二
二
キ

ロ
、
ワ
イ
ン
二
〇
リ
ッ
ト
ル
、
小
麦
一
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
、
ラ
ー
ド
二

キ
ロ
、
バ
タ
ー
六
キ
ロ
、
卵
四
ダ
ー
ス
が
消
費
さ
れ
た
。
こ
の
消
費

に
は
テ
ィ
ス
タ
（tista

）
と
呼
ば
れ
る
、
新
婚
夫
婦
が
持
ち
帰
る
保

存
食
入
り
の
籠
も
含
ま
れ
て
い
る︶

19
︵

。

二
‐
七　

メ
ル
ー
ガ
家
の
家
計

第
二
部
﹁
家
族
の
家
計
﹂
は
、文
章
に
よ
る
記
述
で
は
な
く
、﹃
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
労
働
者
﹄
と
同
様
、
見
開
き
の
表
の
か
た
ち
で
収
入
・
支

出
の
諸
項
目
が
上
が
っ
て
い
る
。
収
入
に
つ
い
て
も
支
出
に
つ
い
て

も
、﹁
現
物
取
得
（
消
費
）
品
の
価
格
﹂
と
﹁
現
金
収
入
（
支
出
）﹂

と
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
農
作
物
栽
培
や
家
畜
飼
育
、糸
や
布
・

木
靴
製
造
、
家
内
労
働
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
日
当
た
り
の
労

賃
が
成
人
男
性
、
成
人
女
性
、
未
成
年
女
性
、
子
供︶

20
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の
四
区
分
で
示

さ
れ
、
そ
れ
に
人
数
を
乗
じ
た
総
額
が
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

実
際
に
貨
幣
が
や
り
取
り
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
モ
ノ
や
労
働

に
か
ん
し
て
、
そ
れ
を
貨
幣
換
算
し
た
数
字
が
示
さ
れ
る
の
だ
。
共

有
地
で
採
集
さ
れ
た
薪
や
果
物
に
つ
い
て
も
、﹁
現
物
取
得
品
の
価

格
﹂
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
家
屋
の
資
産
価
値
が
一
二
〇
〇
フ

ラ
ン
と
さ
れ
、
そ
の
五
％
に
当
た
る
六
〇
フ
ラ
ン
が
﹁
家
賃
﹂
と
し

て
、
家
計
の
収
入
に
も
支
出
に
も
項
目
と
し
て
現
れ
て
い
る︶

21
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。

油
脂
、
豚
肉
、
バ
タ
ー
、
塩
お
よ
び
野
菜
で
あ
る
。
穀
類
は
次
の
四

つ
の
か
た
ち
で
食
さ
れ
る
。
①
小
麦
・
ラ
イ
麦
混
淆
パ
ン  

②
メ
ス

チ
ュ
ラ
（m

estura 

―
― 

大
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
キ
ビ
、
蕎
麦
の

混
ざ
っ
た
柔
ら
か
い
生
地
を
窯
で
焼
い
た
質
素
な
パ
ン
状
の
も
の
）  

③
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
粥
（
ラ
ー
ド
や
バ
タ
ー
で
温
め
た
も
の
、
ま
た
牛

乳
入
り
の
冷
た
い
も
の
）　

④
蕎
麦
粉
あ
る
い
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
粉

の
ク
レ
ー
プ
（
水
あ
る
い
は
牛
乳
を
用
い
、
卵
が
使
わ
れ
る
こ
と
は

滅
多
に
な
い
）。

家
族
の
食
事
は
一
日
三
食
で
、
八
時
に
朝
食
（
た
だ
し
こ
れ
が

« dîner »

、
一
日
で
最
も
量
が
多
い
）、
肉
食
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
パ
ン
・

ラ
ー
ド
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
塩
漬
け
あ
る
い
は
燻
製
の
豚
肉
入
り
ス
ー
プ
、

次
に
茹
で
豚
、
肉
抜
き
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
パ
ン
・
バ
タ
ー
・
キ
ャ
ベ

ツ
あ
る
い
は
イ
ン
ゲ
ン
入
り
ス
ー
プ
、次
に
パ
ン
と
チ
ー
ズ
で
あ
る
。

午
後
二
時
の
昼
食
メ
ニ
ュ
ー
は
様
々
で
あ
る
。
油
脂
で
味
付
け
し
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
メ
ス
チ
ュ
ラ
を
添
え
て
、
あ
る
い
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を

茹
で
て
塩
と
パ
ン
で
、
あ
る
い
は
釜
か
ら
取
り
出
し
た
ば
か
り
の
メ

ス
チ
ュ
ラ
を
バ
タ
ー
で
食
べ
た
り
す
る
。
ま
た
は
蕎
麦
粉
と
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
粉
の
ク
レ
ー
プ
、
塩
と
少
量
の
豚
挽
肉
入
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

粥
を
食
べ
る
。
午
後
八
時
の
夜
食
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
粥
（
水
と
塩
だ

け
の
温
か
い
も
の
、
ま
た
は
脱
脂
牛
乳
入
り
の
冷
た
い
も
の
）
か
、

あ
る
い
は
温
め
た
脱
脂
牛
乳
に
細
か
く
し
た
メ
ス
チ
ュ
ラ
を
入
れ
た

も
の
を
取
る
。

大
仕
事
が
あ
る
場
合
に
は
、
家
族
を
助
け
る
た
め
に
近
隣
の
者
が
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い
る
。
つ
ま
り
、
家
庭
内
で
消
費
す
る
か
、
商
品
と
し
て
販
売
す
る

か
の
区
別
な
く
、
土
地
や
動
物
の
利
用
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
も
の

す
べ
て
が
、
金
額
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
‐
八　

メ
ル
ー
ガ
家
に
お
け
る
相
続

ル
・
プ
レ
が
と
り
わ
け
力
を
入
れ
て
論
じ
る
の
は
、
直
系
家
族
に

お
け
る
相
続
の
問
題
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
制
定
さ
れ
る
憲

法
、
ま
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
期
に
制
定
さ
れ
る
民
法
は
、
財
産
の
強
制
的

分
割
（partage forcé

）
を
生
む
が
、こ
れ
が
伝
統
的
家
族
を
破
壊
し
、

個
人
主
義
的
な
傾
向
を
助
長
す
る
要
因
に
な
る
と
ル
・
プ
レ
は
批
判

す
る
。
相
続
人
に
は
す
べ
て
の
分
割
に
先
立
ち
、
分
割
さ
れ
る
財
産

体
か
ら
一
定
の
金
額
ま
た
は
財
物
を
先
取
り
す
る
権
利
で
あ
る
﹁
先

取
権
（préciput

）﹂
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、 

相
続
人
以
外
の
兄
弟

姉
妹
に
は
結
婚
し
て
家
を
出
る
と
き
に
持
参
金 

（dot

）
が
分
与
さ

れ
、
そ
の
不
足
分
の
﹁
清
算
金
（lot=soulte

）﹂
に
よ
る
調
整
が
行

わ
れ
る
。

例
え
ば
一
八
一
〇
年
、
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
モ
が
娘
ド
ミ
ニ
ケ
ッ
ト

を
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ピ
ー
に
嫁
が
せ
た
と
き
、
ド
ミ
ニ
ケ
ッ
ト
は
持
参
金

は
一
切
受
け
取
ら
ず
、
夫
と
共
に
家
屋
そ
の
他
の
財
産
を
す
べ
て
相

続
す
る
。
ピ
エ
ー
ル
に
は
他
に
七
人
の
ま
だ
幼
い
子
供
が
お
り
、
こ

の
子
供
た
ち
が
結
婚
す
る
際
に
は
持
参
金
を
も
た
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

義
理
の
息
子
ジ
ョ
ゼ
フ
に
し
て
み
れ
ば
、
結
婚
す
る
際
に
持
参
金
を

も
た
せ
る
べ
き
七
人
の
義
理
の
兄
弟
姉
妹
が
い
る
こ
と
に
な
る
。
実

﹁
家
族
の
家
計
﹂
に
お
い
て
興
味
深
い
の
は
、
ル
・
プ
レ
が
メ
ル
ー

ガ
家
の
な
か
に
二
つ
の
経
済
単
位
、
す
な
わ
ち
消
費
単
位
と
し
て
の

家
族
と
﹁
ア
ト
リ
エ
﹂
あ
る
い
は
企
業
と
し
て
の
家
族
と
を
区
別
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
前
者
が
第
二
部
の
﹁
年
間
の
家
計
収
入
お
よ
び

支
出 （Budget des recettes/dépences de l ՚ann

︶
22
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）﹂
で
、
後
者
が
﹁
家

計
に
付
属
す
る
会
計 （com

ptes annexés au budge

︶
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）﹂
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
。

家
族
を
消
費
単
位
と
し
て
見
た
場
合
、
そ
の
支
出
項
目
は
食
費
、

住
居
費
、
被
服
費
、
教
育
・
余
暇
・
医
療
費
の
四
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
﹁
ア
ト
リ
エ
﹂
あ
る
い
は
企
業
と
し
て
の
家
族
に
と
っ
て

の
支
出
は
、
穀
物
の
種
代
（
前
年
の
収
穫
物
が
現
物
で
と
っ
て
置
か

れ
て
、
貨
幣
で
購
入
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
額
が
計
上
さ

れ
て
い
る
）
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
家
族
一
五
人
分
の
労
賃
で
あ
っ
た

り
す
る
。こ
う
し
た
労
賃
は
、消
費
単
位
と
し
て
の
家
族
に
お
け
る﹁
年

間
の
家
計
収
入
お
よ
び
支
出
﹂
収
入
に
含
め
ら
れ
る
の
だ
が
、﹁
ア
ト

リ
エ
﹂
あ
る
い
は
企
業
と
し
て
の
家
族
に
お
け
る
﹁
家
計
に
付
属
す

る
会
計
﹂
で
は
支
出
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
﹁
家
計
に
付
属
す
る
会
計
﹂
で
は
、
牛
や
馬
に
よ
る
労
役
の

﹁
現
物
﹂
価
格
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、収
入
に
含
め
ら
れ
て
い
る
。﹁
家

計
に
付
属
す
る
会
計
﹂
で
は
、
畑
や
牧
草
地
・
森
林
の
利
用
、
家
畜

の
利
用
、
菜
園
の
利
用
、
蜜
蜂
の
利
用
、
亜
麻
か
ら
の
糸
・
布
製
造
、

羊
毛
か
ら
の
糸
・
布
製
造
、
木
靴
製
造
、
衣
服
・
家
庭
用
布
類
製
造

な
ど
の
項
目
に
沿
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
と
支
出
が
記
載
さ
れ
て
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ジ
ョ
ゼ
フ
・
ピ
ー
と
ド
ミ
ニ
ケ
ッ
ト
・
デ
ュ
ル
モ
の
あ
い
だ
に
は
、

サ
ヴ
ィ
ー
ナ
・
ピ
ー
を
長
女
と
し
て
全
部
で
一
二
人
の
子
供
が
い
る
。

そ
の
う
ち
五
人
は
亡
く
な
り
、
五
人
は
結
婚
し
、
既
婚
者
の
う
ち
サ

ヴ
ィ
ー
ナ
を
除
く
四
人
は
家
を
離
れ
て
い
る
。
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
の
弟
二

人
、ジ
ャ
ン=

ピ
エ
ー
ル
と
ド
ミ
ニ
ッ
ク
が
、独
身
の
ま
ま
家
に
残
っ

て
い
る
。
二
人
の
う
ち
の
一
人
は
す
で
に
、
自
分
の
相
続
分
を
次
の

相
続
人
で
あ
る
姪
の
マ
ル
ト
・
ウ
ス
タ
レ
に
遺
贈
す
る
こ
と
を
宣
言

し
て
い
る
。
結
婚
し
て
家
を
離
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、息
子
も
娘
も
、

持
参
金
の
額
は
一
人
当
た
り
二
三
九
五
・
五
〇
フ
ラ
ン
と
計
算
さ
れ

て
い
る︶
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。
現
金
収
入
か
ら
必
要
経
費
を
除
い
た
貯
金
は
す
べ
て
、
分

割
し
て
支
払
わ
れ
る
こ
の
持
参
金
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

ル
・
プ
レ
に
よ
れ
ば
、本
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
記
述
さ
れ
る
家
族
に
と
っ

て
、
成
員
間
の
調
和
と
情
愛
に
満
ち
た
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
必

要
な
第
一
の
条
件
は
、
家
長
が
で
き
う
る
か
ぎ
り
不
和
の
原
因
の
元

を
遠
ざ
け
る
よ
う
絶
え
ず
配
慮
す
る
こ
と
で
あ
る
。
不
和
は
往
々
に

し
て
、
個
人
が
身
に
つ
け
る
装
飾
品
や
個
人
が
消
費
す
る
嗜
好
品
の

出
費
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
る
。
そ
の
た
め
、
す
で
に
述
べ
た
全
体
の
家

計
と
は
別
に
、
個
人
が
自
ら
の
労
働
で
小
遣
い
を
稼
ぐ
こ
と
も
認
め

ら
れ
て
い
る
。
女
性
は
冬
場
に
編
み
物
や
縫
い
物
、刺
繍
を
し
た
り
、

花
や
果
実
を
集
め
た
り
、
男
性
は
ナ
イ
フ
で
木
彫
り
の
靴
や
人
形
、

玩
具
を
制
作
し
、
そ
れ
ら
の
品
を
売
っ
て
個
人
で
現
金
収
入
を
得
て

い
る
。
ま
た
ド
ミ
ニ
ケ
ッ
ト
の
兄
弟
で
、
独
身
の
ま
ま
家
に
留
ま
っ

た
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ル
モ
と
マ
リ
ー
・
デ
ュ
ル
モ
の
二
人
は
、
先
に
述

際
、
ド
ミ
ニ
ケ
ッ
ト
の
弟
一
人
妹
一
人
が
結
婚
し
て
家
を
出
る
際
に

は
、
合
計
一
一
〇
〇
フ
ラ
ン
の
持
参
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

死
期
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
た
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
モ
は

一
八
三
五
年
、
家
の
総
財
産
を
計
算
し
、
遺
言
書
を
残
す
こ
と
に
す

る
。
そ
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
家
屋
や
土
地
な
ど
不
動
産
が
一
四
〇
〇

フ
ラ
ン
、
家
畜
が
一
六
一
五
フ
ラ
ン
、
動
産
が
六
五
三
フ
ラ
ン
、

こ
れ
に
二
人
の
結
婚
し
た
子
供
に
支
払
わ
れ
た
持
参
金
一
一
〇
〇

フ
ラ
ン
を
加
え
た
合
計
が
一
七
三
六
八
フ
ラ
ン
で
あ
る
。
民
法

九
一
三
条
お
よ
び
九
一
九
条
に
し
た
が
い
、
こ
の
四
分
の
一
で
あ

る
四
三
二
四
フ
ラ
ン
が
先
取
権
（préciput

）
と
し
て
相
続
者
で
あ

る
長
女
の
ド
ミ
ニ
ケ
ッ
ト
に
認
め
ら
れ
、
残
り
の
一
三
〇
二
六
フ
ラ

ン
を
八
人
の
子
供
の
あ
い
だ
で
均
分
さ
れ
る
。
そ
の
額
は
一
人
当
た

り
一
六
二
八
・
二
五
フ
ラ
ン
と
な
る
。
こ
の
遺
言
状
が
作
成
さ
れ
た

翌
年
に
ピ
エ
ー
ル
は
亡
く
な
る
が
、
残
さ
れ
た
ジ
ョ
ゼ
フ
と
ド
ミ
ニ

ケ
ッ
ト
夫
婦
は
、
ま
だ
未
婚
の
五
人
の
兄
弟
姉
妹
た
ち
に
持
参
金
と

し
て
支
払
う
べ
き
額
を
確
保
す
る
た
め
の
貯
金
に
努
力
す
る
こ
と
に

な
る
。

実
際
、
こ
の
後
五
人
の
兄
弟
姉
妹
の
う
ち
三
人
が
結
婚
し
て
家
を

離
れ
る
が
、
そ
の
時
に
一
人
当
た
り
一
六
二
八
・
二
五
フ
ラ
ン
が
支

払
わ
れ
、
現
物
で
の
財
産
分
割
は
放
棄
さ
れ
る
。
ま
た
す
で
に
見
た

よ
う
に
、
ド
ミ
ニ
ケ
ッ
ト
の
弟
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ル
モ
と
妹
マ
リ
ー
・

デ
ュ
ル
モ
は
、
独
身
の
ま
ま
家
に
留
ま
っ
て
お
り
、
結
局
こ
の
分
の

持
参
金
は
姪
の
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
が
相
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
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民
の
平
均
的
所
有
物
の
包
括
的
相
続
は
、
結
果
と
し
て
契
約
な
き
労

働
の
体
制
を
生
む
。
そ
う
し
た
相
続
が
こ
の
地
方
の
社
会
体
制
の
基

礎
と
な
る
。
そ
う
し
た
相
続
に
よ
っ
て
、
同
じ
家
族
の
継
起
す
る
世

代
間
に
、
当
事
者
間
の
自
由
な
合
意
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
恒
常
的

な
結
び
つ
き
が
確
立
さ
れ
、
各
世
代
に
は
家
か
ら
離
れ
て
も
自
分
の

所
有
の
取
り
分
に
応
じ
た
持
参
金
が
与
え
ら
れ
、
自
分
で
所
帯
を
も

つ
力
を
得
る
。
粘
り
強
い
労
働
の
お
か
げ
で
、
品
行
と
充
足
の
す
ぐ

れ
た
条
件
下
に
置
か
れ
た
こ
の
直
系
家
族
（fam

ille-souche

）
は
、

労
働
と
服
従
に
仕
向
け
ら
れ
、
小
資
本
を
手
に
し
た
蘖

ひ
こ
ば
え（rejetons

）

を
た
え
ず
生
み
だ
し
、
そ
の
お
か
げ
で
発
展
す
る
国
家
に
必
要
な
資

源
を
提
供
す
る
。
工
業
や
軍
隊
、
艦
船
や
植
民
地
の
た
め
の
人
材
獲

得
に
と
っ
て
、
こ
の
制
度
に
は
明
ら
か
な
利
点
が
あ
る
。
こ
の
制
度

は
公
共
の
秩
序
の
維
持
の
た
め
に
、
ま
た
市
町
村
制
や
市
民
的
自
由

の
進
展
の
た
め
に
、
確
か
な
保
証
を
も
た
ら
す︶
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﹂。

こ
の
よ
う
に
ル
・
プ
レ
は
、
直
系
家
族
の
内
部
と
同
時
に
外
部
を

注
視
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
二
つ
の
社
会
の
あ
り
方
を
描
い
て
い

る
。
つ
ま
り
直
系
家
族
の
内
部
に
お
い
て
は
、
地
所
や
家
業
が
分
割

さ
れ
る
こ
と
な
く
、子
供
の
一
人
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
る
こ
と
で
、

伝
統
や
共
同
体
精
神
は
守
ら
れ
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、
大
木
の
根
株

（souche

）
で
あ
る
。
相
続
人
と
な
る
子
供
は
長
男
と
は
か
ぎ
ら
ず
、

メ
ル
ー
ガ
家
に
お
い
て
は
こ
こ
四
代
す
べ
て
で
長
女
が
相
続
人
と
な

る
。
他
方
で
、
直
系
家
族
は
結
婚
し
て
家
か
ら
離
れ
る
者
た
ち
も
多

く
生
み
出
す
。
こ
の
者
た
ち
は
い
わ
ば
、
根
株
か
ら
芽
を
出
す
蘖

ひ
こ
ば
え

べ
た
よ
う
に
持
参
金
を
姪
に
譲
っ
て
い
る
が
、
数
頭
の
羊
を
個
人
的

に
所
有
す
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
羊
か
ら
得
ら
れ
る
収

入
は
、
一
頭
当
た
り
年
間
五
フ
ラ
ン
の
餌
代
を
差
し
引
い
た
分
が
、

ジ
ャ
ン
と
マ
リ
ー
の
個
人
収
入
と
な
る
。
ま
た
家
内
使
用
人
の
羊
飼

い
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
は
、
家
族
同
然
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
が
、
家
族

共
有
の
財
産
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
し
か
し
彼
に
は
年
間
で
六
五
フ

ラ
ン
の
賃
金
が
支
払
わ
れ
、
ま
た
彼
が
購
入
し
た
一
頭
の
羊
は
、
彼

の
個
人
的
所
有
物
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る︶

25
︵

。

二
‐
九　

伝
統
と
進
取
の
和
解

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
ル
・
プ
レ
に
と
っ
て
直
系
家
族
と
は
、

家
父
長
家
族
と
不
安
定
家
族
と
の
対
立
す
る
傾
向
を
調
和
さ
せ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
悪
弊
を
取
り
除
く
と
さ
れ
る
家
族
形
態
で
あ
る
。
家
父
長

家
族
で
は
伝
統
と
共
同
体
精
神
が
維
持
さ
れ
る
が
、
個
人
は
抑
圧
さ

れ
、
新
た
な
も
の
を
生
み
出
す
気
運
は
生
ま
れ
ず
、
社
会
の
発
展
は

期
待
で
き
な
い
。
逆
に
不
安
定
家
族
で
は
、
進
取
と
個
人
主
義
の
精

神
が
促
進
さ
れ
る
が
、
伝
統
は
受
け
継
が
れ
ず
、
行
き
過
ぎ
た
個
人

主
義
は
社
会
を
解
体
の
危
機
に
さ
ら
す
。
こ
う
し
た
二
つ
の
家
族
形

態
の
相
反
す
る
傾
向
は
、
直
系
家
族
に
お
い
て
は
和
解
さ
れ
、
両
者

の
欠
陥
が
修
正
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
何
よ

り
も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
直
系
家
族
に
お
け
る
相
続
の
形
態
に
由

来
す
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
ル
・
プ
レ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。﹁
農
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ル
・
ウ
ス
タ
レ
が
﹁
家
長
（chef de fam

ille

）﹂
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
家
族
の
中
心
的
存
在
は
、
次
章
で
は
っ
き
り
す
る
よ
う

に
、
ジ
ョ
ゼ
フ
の
長
女
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
妻
で
、
相
続
人
た
る
女

主
人
（m

aîtresse de m
aison héritière

）
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
・
ピ
ー
で
あ

る
。
彼
女
が
文
字
通
り
の
相
続
人
と
し
て
、
一
家
の
地
所
や
家
業
の

み
な
ら
ず
、
精
神
面
で
も
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
る
。
そ
し
て
ど
う

や
ら
、
こ
れ
も
次
章
で
再
び
取
り
上
げ
る
が
、
一
八
五
六
年
の
調
査

時
に
ル
・
プ
レ
が
も
っ
と
も
共
感
を
も
っ
て
接
す
る
の
は
、
こ
の
サ

ヴ
ィ
ー
ナ
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
に
は
、
彼
女
と
ル
・
プ
レ
と
の

年
齢
的
な
近
さ
と
い
う
理
由
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
何

よ
り
も
、
彼
女
に
た
い
す
る
ル
・
プ
レ
の
共
感
は
、
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
が

直
系
家
族
の
価
値
を
も
っ
と
も
如
実
に
体
現
す
る
人
物
で
あ
る
が

故
で
も
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
ル
・
プ
レ
は
、
こ
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
に
お

い
て
父
親
と
母
親
、
父
性
と
母
性
を
対
立
さ
せ
て
論
じ
る
こ
と
は
な

い
。
問
題
と
な
る
の
は
性
差
で
は
な
く
、む
し
ろ
世
代
の
差
で
あ
る
。

ま
た
ル
・
プ
レ
は
、
一
般
的
な
保
守
主
義
者
の
よ
う
に
、
過
去
を

懐
か
し
む
こ
と
を
せ
ず
、
む
し
ろ
未
来
を
見
通
そ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
時
点
で
彼
は
す
で
に
、
来
た
る
べ
き
変
化
を
次
の
よ
う
に
予
見

し
て
い
る
。﹁
地
方
の
方
言
の
、
ま
た
高
山
の
な
か
で
隔
離
さ
れ
た

状
況
の
影
響
で
、
今
日
ま
で
保
存
さ
れ
た
古
い
伝
統
は
、
新
し
い
革

命
的
な
事
物
の
圧
力
の
な
か
で
は
、
必
然
的
に
変
化
せ
ざ
る
を
え
な

い
だ
ろ
う
。
学
校
教
育
や
通
信
手
段
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
方

が
フ
ラ
ン
ス
の
他
地
域
を
支
配
し
て
い
る
思
想
や
習
慣
に
接
す
れ
ば

（rejetons

）
で
あ
る
。
直
系
家
族
の
家
長
は
、
こ
の
者
た
ち
が
外
で

自
立
し
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
持
参
金
を
も

た
せ
る
こ
と
に
腐
心
し
て
い
る
。
土
地
や
家
業
は
分
割
さ
れ
ず
に
一

人
に
相
続
さ
れ
る
が
、
貨
幣
面
に
お
い
て
は
分
割
し
て
相
続
が
行
わ

れ
る
。
こ
う
し
た
小
資
本
を
備
え
て
直
系
家
族
の
外
に
出
る
者
た
ち

は
、
新
た
な
時
代
に
お
け
る
産
業
や
軍
事
、
植
民
地
政
策
の
担
い
手

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
ル
・
プ
レ
は
、
直
系
家

族
が
そ
の
外
部
に
お
い
て
別
の
家
族
形
態
を
産
み
出
す
こ
と
も
想
定

し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
点
を
非
難
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
肯

定
的
に
捉
え
て
い
る
。

一
般
的
に
ル
・
プ
レ
は
保
守
主
義
者
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

ま
た
家
族
内
の
父
親
の
権
威
を
強
調
す
る
﹁
父
権
主
義
者
﹂
と
み
な

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
確
か
に
彼
は
、
直
系
家
族
を
社
会
の
理
想
と

し
て
お
り
、
伝
統
の
存
続
を
重
ん
じ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に

確
認
し
た
よ
う
に
、
直
系
家
族
は
折
衷
的
な
類
型
で
あ
り
、
伝
統
の

維
持
を
旨
と
す
る
家
父
長
家
族
よ
り
は
、
自
由
な
個
人
を
生
み
出
す

傾
向
に
あ
る
。
ル
・
プ
レ
は
そ
の
点
を
意
外
な
ま
で
に
強
調
し
て
お

り
、
直
系
家
族
に
お
い
て
、
家
族
の
外
に
出
る
者
た
ち
の
た
め
に
持

参
金
を
捻
出
す
べ
く
、
ど
れ
だ
け
の
労
苦
が
払
わ
れ
て
い
る
の
か
を

仔
細
に
描
い
て
い
る
。

少
な
く
と
も
メ
ル
ー
ガ
家
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
に
お
い
て
は
、
父
親
の

権
威
が
こ
と
さ
ら
に
強
調
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
確
か
に
ジ
ョ
ゼ

フ
・
ピ
ー
が
﹁
主
人
（m

aître de m
aison

）﹂
と
さ
れ
、
ベ
ル
ナ
ー
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い
る
。
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
の
夫
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ウ
ス
タ
レ
は
一
八
六
〇
年

に
六
四
歳
で
亡
く
な
り
、
娘
の
一
人
ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ
は
一
八
六
二
年

に
二
一
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
。
一
八
六
四
年
に
は
、
長
老
ジ
ョ

ゼ
フ
・
ピ
ー
が
八
二
歳
で
そ
の
生
涯
を
終
え
た
。
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
の
叔

父
で
、
生
涯
独
身
を
貫
い
た
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ル
モ
も
、
一
八
六
七
年

に
六
七
歳
で
亡
く
な
り
、
ま
た
羊
飼
い
の
使
用
人
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
も

一
八
六
九
年
に
七
二
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
と
ベ
ル

ナ
ー
ル
の
長
女
マ
ル
ト
は
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
の

後
の
相
続
人
で
あ
り
、一
八
六
二
年
の
結
婚
後
も
家
に
残
っ
て
い
る
。

そ
れ
以
外
の
娘
、
ユ
ー
ラ
リ
ー
と
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
、
ス
ザ
ン
ヌ
、
ド

ロ
テ
は
、
す
で
に
結
婚
し
て
家
を
出
て
い
る
。
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
の
叔
母

で
独
身
の
マ
リ
ー
・
デ
ュ
ル
モ
も
家
を
出
て
、
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
の
娘
の

一
人
の
と
こ
ろ
に
身
を
寄
せ
て
い
る
。
ま
た
一
人
息
子
の
ジ
ョ
ゼ
フ

も
、
入
隊
し
て
家
を
離
れ
て
い
る
。

ル
・
プ
レ
の
調
査
と
シ
ェ
イ
ソ
ン
の
調
査
と
を
隔
て
る
期
間
は
、

第
二
帝
政
下
の
パ
リ
で
ユ
ー
ジ
ェ
ー
ヌ
・
オ
ス
マ
ン
に
よ
る
大
規
模

な
都
市
改
造
計
画
が
進
行
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
セ
ー
ヌ
県

知
事
の
指
揮
下
で
、
パ
リ
中
心
部
の
入
り
組
ん
だ
街
路
は
不
衛
生
と

の
理
由
で
取
り
壊
さ
れ
、
直
線
の
広
く
て
見
通
し
の
よ
い
大
通
り
が

治
安
目
的
で
建
設
さ
れ
て
い
た
。
ピ
レ
ネ
ー
の
山
奥
で
は
、
オ
ス
マ

ン
に
よ
る
首
都
大
改
造
は
遠
い
世
界
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
だ

ろ
う
が
、
し
か
し
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
近
代
の
大
変
動
を
経
験
し
つ

つ
あ
っ
た
の
だ
。

接
す
る
ほ
ど
、
変
化
が
生
じ
て
い
く
だ
ろ
う︶

27
︵

﹂。
実
際
こ
の
変
化
は
、

そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
未
来
に
ピ
レ
ネ
ー
の
山
奥
に
も
到
来
す
る
。
そ

し
て
次
章
で
見
る
よ
う
に
、
ル
・
プ
レ
の
描
き
出
し
た
直
系
家
族
も
、

わ
ず
か
十
数
年
で
大
き
な
変
容
を
被
る
こ
と
に
な
る
。

三　

メ
ル
ー
ガ
家
の
そ
の
後

三
‐
一　

シ
ェ
イ
ソ
ン
に
よ
る
調
査

ル
・
プ
レ
の
調
査
か
ら
一
三
年
後
、
第
二
帝
政
末
期
の
一
八
六
九

年
に
メ
ル
ー
ガ
家
を
訪
れ
る
の
は
、
弟
子
の
シ
ェ
イ
ソ
ン
で
あ
る
。

エ
ミ
ー
ル
・
シ
ェ
イ
ソ
ン
（
一
八
三
六
～
一
九
一
〇
）
は
、
ル
・
プ

レ
よ
り
ち
ょ
う
ど
三
〇
歳
年
少
だ
が
、同
じ
理
工
科
学
校
の
出
身
で
、

卒
業
後
は
土
木
技
師
と
し
て
働
く
。
彼
が
師
と
出
会
う
の
は
、
師
が

組
織
委
員
長
を
務
め
る
一
八
六
七
年
万
国
博
覧
会
開
催
に
向
け
た
準

備
の
折
で
あ
る
。
シ
ェ
イ
ソ
ン
も
ル
・
プ
レ
と
同
じ
く
、﹁
社
会
意

識
を
有
す
る
技
術
者
﹂
で
あ
り
、
技
術
的
な
主
題
と
社
会
的
な
主
題

を
組
み
合
わ
せ
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
社
会
科
学
に
結
び
つ
け
る
こ
と

に
長
け
て
い
る
。
彼
が
と
り
わ
け
そ
の
力
を
発
揮
す
る
の
は
統
計
の

分
野
で
あ
る
。

シ
ェ
イ
ソ
ン
が
コ
ト
レ
村
を
訪
れ
た
際
に
目
に
す
る
の
は
、
衰
退

へ
と
向
か
う
直
系
家
族
の
姿
で
あ
る
。
一
八
五
六
年
に
ル
・
プ
レ
が

調
査
し
た
際
に
は
、
メ
ル
ー
ガ
家
は
一
五
人
か
ら
な
る
大
家
族
で

あ
っ
た
。
し
か
し
一
八
六
九
年
に
は
、
そ
の
数
は
一
〇
人
に
減
っ
て
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三
‐
二　

メ
ル
ー
ガ
家
の
衰
退

シ
ェ
イ
ソ
ン
は
第
三
共
和
政
下
の
一
八
七
四
年
に
再
び
調
査
に

訪
れ
る
が
、
そ
の
時
点
で
の
家
族
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
・
ピ
ー
（
六
三
歳
）、
彼
女
が
依
然
と
し
て
女
主
人

（m
aîtresse de m

aison

）
で
あ
る
。
そ
の
長
女
②
マ
ル
ト
・
カ
ゾ
ー

（
三
六
歳
）
が
相
続
人
（héritière

）
で
、彼
女
の
夫
が
③
ピ
エ
ー
ル
・

カ
ゾ
ー
（
四
一
歳
）
で
あ
る
。
ピ
エ
ー
ル
と
マ
ル
ト
の
あ
い
だ
に
、

長
男
の
④
ミ
シ
ェ
ル
（
一
〇
歳
）、
次
男
の
⑤
ポ
ー
ル
（
八
歳
）、
長

女
の
⑥
ド
ロ
テ
（
六
歳
）、
次
女
の
⑦
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ヌ
（
四
歳
）、

三
女
の
⑧
ゾ
エ=

エ
ミ
リ
ー
（
一
歳
）
と
、
五
人
の
子
供
が
い
る
。

サ
ヴ
ィ
ー
ナ
の
病
弱
な
弟
⑨
ド
ミ
ニ
ッ
ク
・
ピ
ー
（
五
〇
歳
）
は
、

独
身
だ
っ
た
が
数
年
前
に
持
参
金
を
要
求
し
て
家
を
出
て
、
そ
れ
を

食
い
つ
く
し
た
後
の
出
戻
り
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
家
族
の
一
〇
番

目
の
一
員
と
し
て
は
、
Ｎ
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
八
六
九
年
に
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
ア
ン
ド
レ
と

い
う
名
の
三
六
歳
の
羊
飼
い
が
後
を
継
い
だ
が
、
彼
が
兵
役
に
召
集

さ
れ
た
た
め
、
急
遽
代
替
を
見
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
と
あ
る︶

28
︵

。

メ
ル
ー
ガ
家
の
衰
退
と
は
裏
腹
に
、
コ
ト
レ
村
の
人
口
は
こ
の
間

む
し
ろ
増
加
し
て
い
る
。ル
・
プ
レ
に
よ
る
一
八
五
九
年
の
調
査
時
は
、

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
村
の
人
口
は
一
三
七
六
人
だ
っ
た
が
、
シ
ェ

イ
ソ
ン
の
記
す
数
字
は
一
六
一
一
人
で
あ
る
。
こ
の
人
口
増
の
要
因

と
し
て
は
、
温
泉
客
の
増
加
に
よ
る
観
光
業
の
発
展
が
あ
る︶

29
︵

。

し
か
し
メ
ル
ー
ガ
家
の
人
数
は
減
り
、ま
た
観
光
業
と
は
裏
腹
に
、

図３　1874 年のメルーガ家
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沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
一
八
三
五
年
の
遺
言
書
は
い
わ
ば
家
憲
で

あ
り
、
こ
れ
に
則
っ
て
家
を
離
れ
る
者
た
ち
に
持
参
金
や
清
算
金
が

支
払
わ
れ
て
き
た
。
遺
言
は
民
法
九
一
三
条
お
よ
び
九
一
九
条
に
し

た
が
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
民
法
の
他
の
条
項
（
八
二
六

条
、
八
三
二
条
お
よ
び
一
〇
七
五
条
）
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
、

そ
の
違
法
性
が
訴
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
モ
の

遺
言
書
は
一
八
三
五
年
二
月
二
七
日
付
け
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
訴

え
が
な
さ
れ
た
の
は
一
八
六
四
年
の
暮
れ
、
三
〇
年
間
の
時
効
が
消

滅
す
る
数
週
間
前
の
こ
と
で
あ
る︶

30
︵

。

シ
ェ
イ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、﹁
訴プ

ロ
セ訟

﹂
の
一
語
は
メ
ル
ー
ガ
家
で
恐

怖
を
呼
ぶ
響
き
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
訴
訟
に
よ
っ

て
家
族
は
根
底
か
ら
揺
ら
ぎ
、
計
り
知
れ
ぬ
損
害
が
引
き
起
こ
さ

れ
る
。
都
市
住
民
に
と
っ
て
さ
え
訴
訟
は
き
わ
め
て
厄
介
で
あ
る
の

に
、
山
奥
の
貧
し
い
農
民
に
と
っ
て
は
、
ど
れ
ほ
ど
莫
大
な
負
担
だ

ろ
う
か
！
―
―
シ
ェ
イ
ソ
ン
は
同
情
を
も
っ
て
、
訴
訟
が
も
た
ら

す
メ
ル
ー
ガ
家
の
苦
難
を
描
き
出
す
。
こ
の
苦
難
に
対
処
し
う
る
の

は
、
も
は
や
女
主
人
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
し
か
い
な
い
。
夫
ベ
ル
ナ
ー
ル
も

父
ジ
ョ
ゼ
フ
も
、
す
で
に
数
年
前
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
サ
ヴ
ィ
ー

ナ
は
裁
判
所
の
あ
る
ル
ル
ド
ま
で
、
徒
歩
で
往
復
す
る
。﹁
午
前
二

時
か
三
時
に
家
を
出
て
、
一
〇
時
に
ル
ル
ド
に
着
き
、
ま
た
午
後
二

時
か
三
時
に
ル
ル
ド
を
発
っ
て
、
コ
ト
レ
に
寝
に
帰
る
の
は
一
一
時

か
真
夜
中
。
極
度
の
疲
労
が
二
年
間
、
夏
も
冬
も
週
二
回
、
ほ
ぼ
絶

え
間
な
し
に
彼
女
の
身
に
降
り
か
か
り
る
。
深
夜
、嵐
の
な
か
で
も
、

農
業
は
衰
退
し
つ
つ
あ
る
。
メ
ル
ー
ガ
家
で
は
家
族
全
体
の
人
数
が

減
少
し
た
以
上
に
、労
働
力
と
な
る
働
き
手
の
数
が
激
減
し
て
い
る
。

一
八
五
九
年
時
に
は
、
一
家
の
主
人
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ピ
ー
と
彼
の
義
弟
、

義
妹
、
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
＆
ベ
ル
ナ
ー
ル
夫
妻
と
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
の
二
人
の

弟
、
さ
ら
に
は
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
＆
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
双
子
の
娘
と
、
成
人

男
女
が
九
人
も
い
た
。
し
か
し
今
や
四
人
し
か
成
人
は
お
ら
ず
、
そ

の
う
ち
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
は
す
で
に
高
齢
で
、彼
女
の
弟
は
病
弱
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
実
質
的
な
働
き
手
は
マ
ル
ト
＆
ピ
エ
ー
ル
夫
妻
し
か
お

ら
ず
、
夫
妻
の
子
供
た
ち
は
働
く
に
は
ま
だ
幼
い
。
こ
の
間
、
土
地

の
一
部
は
売
却
さ
れ
、
家
畜
の
数
も
三
分
の
二
に
減
少
し
て
い
る
。

シ
ェ
イ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
家
族
の
衰
退
は
、
勤
労
の
意
欲

や
倹
約
の
精
神
が
か
け
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
。
以
下
に
見
る
よ
う

に
彼
は
、
こ
の
現
状
を
民
法
に
よ
る
財
産
分
割
の
問
題
と
し
て
捉
え

て
い
る
。

三
‐
三　

訴
訟

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ピ
ー
は
一
八
六
四
年
に
八
二
歳
で
亡
く
な
る
が
、
彼

は
死
ぬ
直
前
ま
で
活
力
を
保
ち
、
一
家
の
中
心
的
な
存
在
だ
っ
た
。

し
か
し
彼
の
死
に
よ
り
、
家
族
に
動
揺
が
起
こ
る
。
ジ
ョ
ゼ
フ
・

ピ
ー
の
義
弟
の
一
人
、
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
か
ら
す
れ
ば
叔
父
が
、
自
分
の

事
業
に
失
敗
し
、
外
部
の
者
に
唆
さ
れ
て
、
相
続
を
め
ぐ
る
訴
訟
を

起
こ
す
の
だ
。
前
章
八
節
で
見
た
よ
う
に
、
代
々
メ
ル
ー
ガ
家
の
相

続
は
、
一
八
三
五
年
に
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
モ
が
作
成
し
た
遺
言
に
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ガ
の
姓
も
失
わ
れ
る
。
ピ
エ
ー
ル･

カ
ゾ
ー
は
戸
籍
名
と
は
別
に
メ

ル
ー
ガ
を
名
乗
っ
て
い
た
が
、
そ
の
子
供
た
ち
が
も
は
や
メ
ル
ー
ガ

と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
な
い
。

サ
ヴ
ィ
ー
ナ
は
と
い
え
ば
、新
居
を
構
え
た
娘
夫
婦
と
は
別
居
し
、

温
泉
の
繁
忙
期
に
は
そ
こ
で
働
く
マ
ル
ト
の
子
供
た
ち
を
預
か
る
一

方
、
そ
れ
以
外
の
期
間
は
篤
志
家
の
家
で
三
〇
〇
フ
ラ
ン
の
年
金
で

慎
ま
し
く
暮
ら
す
。
こ
の
よ
う
に
、
マ
ル
ト
と
ピ
エ
ー
ル
の
夫
婦
は

自
分
た
ち
と
子
供
た
ち
の
二
世
代
だ
け
で
新
居
に
移
り
、
サ
ヴ
ィ
ー

ナ
は
晩
年
に
な
っ
て
住
み
慣
れ
た
家
か
ら
一
人
離
れ
る
―
―
そ
れ
は

生
ま
れ
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
、
家
族
が
皆
ず
っ
と
同
じ
家
で
暮
ら

し
て
き
た
直
系
家
族
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
だ︶

33
︵

。

シ
ェ
イ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
メ
ル
ー
ガ
家
の
衰
退
、
さ
ら

に
は
そ
の
消
滅
を
も
た
ら
し
た
原
因
は
、
民
法
の
命
じ
る
財
産
相
続

で
あ
る
。
民
法
に
よ
る
措
置
の
せ
い
で
、
遺
言
を
残
す
こ
と
は
、
ほ

ぼ
確
実
に
子
供
た
ち
に
係
争
の
種
を
残
す
こ
と
に
な
る
。﹁
民
法
が

は
た
ら
き
、
平
準
化
が
進
み
、
直
系
家
族
は
消
え
ゆ
き
、
直
系
家
族

は
死
に
絶
え
た︶

34
︵

﹂。

一
九
〇
七
年
に
な
る
と
、
ル
・
プ
レ
派
の
機
関
紙
﹃
社
会
改
革
﹄

に
は
﹁
民
法
に
殺
さ
れ
た
家
族
﹂
と
題
さ
れ
た
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
。

そ
こ
で
バ
イ
ヤ
ー
ル
な
る
偽
名
の
著
者
は
﹁
一
八
三
〇
年
に
ヴ
ィ
ク

ト
ー
ル
・
ユ
ゴ
ー
が︽
こ
れ
が
あ
れ
を
滅
ぼ
す
だ
ろ
う
︾と
言
っ
た
が
、

そ
れ
は
ま
た
も
や
本
当
の
こ
と
と
な
っ
た
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま

り
ユ
ゴ
ー
の
﹃
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
・
ド
・
パ
リ
﹄
が
言
及
さ
れ
て
い
る

吹
雪
が
喉
を
締
め
付
け
道
を
覆
い
尽
く
す
な
か
で
も
、
サ
ヴ
ィ
ー
ナ

は
出
か
け
た︶

31
︵

﹂。

裁
判
の
結
果
、
一
審
で
は
原
告
の
訴
え
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
サ

ヴ
ィ
ー
ナ
は
控
訴
す
る
。
控
訴
審
が
行
わ
れ
る
の
は
、
ル
ル
ド
よ
り

も
さ
ら
に
遠
く
の
ポ
ー
の
町
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
一
八
六
九
年
三

月
、
遺
言
書
の
維
持
が
認
め
ら
れ
、
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
の
勝
訴
に
終
わ
る
。

勝
訴
に
至
る
過
程
で
は
、
ル
・
プ
レ
も
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
に
手
を
貸
し
た

よ
う
だ︶

32
︵

。
し
か
し
四
年
間
に
わ
た
っ
て
続
い
た
係
争
の
せ
い
で
、
メ

ル
ー
ガ
家
は
財
産
の
一
部
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
の
可

愛
が
っ
て
い
た
一
人
息
子
ジ
ョ
ゼ
フ
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
入
隊

し
て
家
を
離
れ
て
い
る
が
、
彼
は
軍
か
ら
の
前
借
り
金
を
家
に
入
れ

て
い
た
よ
う
だ
。

三
‐
四　

メ
ル
ー
ガ
家
の
消
滅

さ
ら
に
、
一
八
七
四
年
の
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
か
ら
娘
マ
ル
ト
へ
の
財
産

継
承
に
つ
い
て
も
問
題
が
生
じ
る
。
財
産
継
承
の
過
程
で
、
メ
ル
ー

ガ
家
は
持
参
金
な
い
し
は
清
算
金
支
払
い
の
た
め
に
土
地
の
売
却
を

強
い
ら
れ
、
そ
の
結
果
農
場
は
統
一
性
を
失
い
、
家
畜
数
は
減
少
す

る
。
す
で
に
触
れ
た
コ
ト
レ
村
の
観
光
地
化
に
よ
っ
て
、
土
地
の
値

段
は
上
昇
し
て
お
り
、
マ
ル
ト
と
ピ
エ
ー
ル
の
夫
婦
は
あ
る
程
度
の

金
を
得
る
。
そ
れ
で
夫
婦
は
、
先
祖
伝
来
の
家
を
離
れ
、
新
居
を
建

て
る
。
ピ
エ
ー
ル
は
そ
の
日
暮
ら
し
の
労
働
者
と
な
り
、
も
は
や
先

祖
伝
来
の
土
地
で
の
農
業
と
牧
畜
は
放
棄
さ
れ
る
。同
時
に
、メ
ル
ー
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出
席
、
教
区
信
徒
会
へ
の
参
加
、
墓
所
の
維
持
管
理
、
死
去
に
伴
う

度
重
な
る
ミ
サ
、
女
性
の
賢
明
さ
と
男
性
の
正
直
さ
、
多
産
な
家
族

で
あ
る
。
し
か
し
今
や
権
利
と
平
等
の
観
念
に
欺
か
れ
て
、
人
び
と

は
悪
し
き
熱
狂
に
巻
き
込
ま
れ
、
代
々
続
い
た
家
族
の
土
地
が
放
棄

さ
れ
、
大
家
族
の
伝
統
は
失
わ
れ
、
婚
姻
外
の
性
関
係
が
乱
れ
、
ア

ル
コ
ー
ル
や
タ
バ
コ
、
コ
ー
ヒ
ー
が
ご
く
日
常
的
に
摂
取
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。

三
‐
五　

ル
ソ
ー
の
個
人
と
ル
・
プ
レ
の
家
族

シ
ェ
イ
ソ
ン
は
、
ル
・
プ
レ
生
誕
百
年
に
際
し
て
道
徳
政
治
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
で
講
演
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
師
の
方
法
論
を
ル
ソ
ー

の
そ
れ
と
対
比
し
て
い
る
。
ル
ソ
ー
の
社
会
契
約
論
で
前
提
と
な
る

の
は
無
国
籍
的
で
抽
象
的
・
自
閉
的
な
個
人
で
あ
り
、
そ
れ
は
シ
ェ

イ
ソ
ン
の
表
現
に
よ
れ
ば﹁
ホ
ム
ン
ク
ル
ス（
人
造
人
間
）﹂で
あ
る
。

そ
う
し
た
人
工
的
な
存
在
を
想
定
し
た
う
え
で
、
そ
の
あ
い
だ
で
交

わ
さ
れ
る
契
約
に
よ
っ
て
社
会
が
作
ら
れ
る
と
い
う
思
弁
が
導
か
れ

る
。
対
し
て
ル
・
プ
レ
は
、長
い
時
間
を
か
け
て
ロ
シ
ア
を
含
む
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
全
土
の
調
査
旅
行
を
行
い
、
具
体
的
な
事
例
の
観
察
か
ら
出

発
す
る
。
彼
が
観
察
の
対
象
と
し
て
見
出
す
の
は
、
個
人
で
は
な
く

家
族
で
あ
る
。
ル
・
プ
レ
に
と
っ
て
家
族
こ
そ
が
、
真
の
社
会
の
構

成
要
素
な
の
だ
。
家
族
は
社
会
の
要
素
で
あ
る
と
同
時
に
モ
デ
ル
で

も
あ
り
、家
族
の
な
か
に
す
で
に
社
会
的
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
ル
・
プ
レ
に
と
っ
て
も
シ
ェ
イ
ソ
ン
に
と
っ
て
も
、
家
族
と

の
だ
が
、
こ
の
小
説
の
な
か
で
学
識
深
い
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ロ
ロ
司
教

補
佐
は
、
右
手
を
卓
の
上
に
置
か
れ
た
書
物
の
方
に
伸
ば
し
、
左
手

を
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
の
方
に
伸
ば
し
て
、
こ
の
言
葉
を
つ
ぶ
や

く︶
35
︵

。
つ
ま
り
﹁
こ
れ
﹂
は
書
物
、﹁
あ
れ
﹂
は
大
聖
堂
を
指
し
な
が

ら
、
印
刷
術
が
建
築
術
を
滅
ぼ
す
と
予
言
す
る
の
だ
。
ユ
ゴ
ー
の
説

に
よ
れ
ば
、
建
物
は
古
来
よ
り
思
想
を
表
現
す
る
重
要
な
メ
デ
ィ
ア

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
役
割
は
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
る
印
刷
術
の
発

明
以
来
、
書
物
に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
る︶

36
︵

。

こ
う
し
た
ユ
ゴ
ー
に
よ
る
新
旧
メ
デ
ィ
ア
対
比
に
な
ぞ
ら
え
て
、

バ
イ
ヤ
ー
ル
は
一
九
世
紀
版
﹁
こ
れ
が
あ
れ
を
滅
ぼ
す
だ
ろ
う
﹂
つ

ま
り
新
旧
交
代
劇
を
次
の
よ
う
に
描
く
。﹁
こ
れ
は
法
律
、
あ
れ
は

習
慣
。
こ
れ
は
物
質
主
義
、
あ
れ
は
十
戒
。
こ
れ
は
個
人
、
あ
れ
は

統
一
と
階
梯
の
あ
る
家
族
。
こ
れ
は
賃
労
働
と
産
業
、
あ
れ
は
土
地

と
ひ
た
む
き
な
耕
作
。
こ
れ
は
ひ
と
り
息
子
、
あ
れ
は
相
続
人
と
そ

の
兄
弟
か
ら
な
る
子
だ
く
さ
ん
の
家
族︶

37
︵

﹂。

か
く
し
て
民
法
を
含
む
法
律
と
は
、
個
人
の
賃
労
働
に
支
え
ら
れ

た
産
業
社
会
や
、
そ
こ
に
蔓
延
す
る
物
質
主
義
の
一
環
と
み
な
さ
れ

る
。
そ
れ
は
大
家
族
に
よ
る
農
耕
牧
畜
を
生
業
と
す
る
社
会
や
、
そ

の
基
盤
に
あ
る
宗
教
的
な
慣
習
と
対
比
さ
れ
て
い
る
。
民
法
と
は
か

く
し
て
、
た
ん
に
法
的
な
次
元
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
習
俗
の

変
化
を
引
き
起
こ
し
、
ひ
い
て
は
社
会
を
覆
す
も
の
と
み
な
さ
れ

る
。
か
つ
て
の
習
俗
と
し
て
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ア

ル
コ
ー
ル
・
タ
バ
コ
・
コ
ー
ヒ
ー
の
節
制
、
ミ
サ
や
聖
体
拝
領
へ
の
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た
。
ル
・
プ
レ
や
シ
ェ
イ
ソ
ン
は
、
国
家
に
拡
張
さ
れ
た
経
済
の
視

点
を
、
再
び
家

オ
イ
コ
スに
戻
そ
う
と
す
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
家
族
は
社
会
の

基
本
で
あ
り
、
そ
れ
を
家
計
を
通
じ
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
見
方
は

社エ
コ
ノ
ミ
ー
･
ソ
シ
ア
ル

会
経
済
学
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。

﹃
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
者
﹄
が
版
を
重
ね
る
な
か
で
、
ル
・
プ
レ

は
こ
う
し
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
五
七
の
家
族
に
つ
い
て
著
し
、
ま
た

シ
ェ
イ
ソ
ン
を
含
む
後
継
者
の
手
に
よ
っ
て
そ
の
数
は
最
終
的
に

一
〇
〇
を
越
え
る
。
こ
の
と
き
家
族
は
も
は
や
、
た
ん
に
方
法
論
上

の
手
が
か
り
で
は
な
く
な
る
。﹁
家
族
は
人
工
的
で
一
時
的
な
集
団

で
は
な
い
。す
べ
て
が
過
ぎ
去
っ
て
も
家
族
は
残
る
。あ
る
日
の
様
々

な
要
素
と
共
に
、
家
族
は
継
起
す
る
諸
世
代
を
つ
な
ぐ
無
限
の
鎖
を

な
す
。
家
族
は
個
人
を
引
き
延
ば
し
て
永
続
化
さ
せ
、
テ
ー
ヌ
の
す

ぐ
れ
た
表
現
に
よ
れ
ば︽
死
に
た
い
す
る
唯
一
の
救
済
策
︾と
な
る︶

39
︵

﹂。

家
族
は
そ
の
個
々
の
構
成
員
を
越
え
た
存
在
と
み
な
さ
れ
、
時
間
を

越
え
て
存
続
す
る
価
値
と
な
る
の
だ
。

お
わ
り
に�

―
―�

ル
・
プ
レ
の
三
分
法

確
か
に
ル
・
プ
レ
は
保
守
主
義
者
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
保
守
／
革
新
と
い
う
二
分
法
で
は
、
ル
・
プ
レ
の
思
想
が

展
開
す
る
特
異
な
位
相
は
見
え
て
こ
な
い
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、

ル
・
プ
レ
に
お
い
て
家
族
は
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
家
父
長
家
族
で

は
、伝
統
を
保
持
す
べ
く
個
人
は
抑
圧
さ
れ
る
。
不
安
定
家
族
で
は
、

は
い
わ
ば
﹁
観
測
所
（observatoire

）﹂
で
あ
る
。
家
族
を
観
察
す

る
こ
と
で
、
社
会
の
も
た
ら
す
様
々
な
幸
福
や
不
幸
、
係
争
や
和
解

が
見
え
て
く
る
。
家
族
に
は
、
外
部
で
起
こ
る
様
々
な
影
響
が
必
然

的
に
辿
り
着
く
。
家
族
の
様
々
な
活
動
は
収
入
あ
る
い
は
支
出
に
帰

結
す
る
の
で
、
家
計
を
見
れ
ば
家
族
の
姿
は
よ
く
分
か
る
。
家
計
を

通
じ
て
、
女
性
の
役
割
や
子
供
の
教
育
に
つ
い
て
も
分
か
る
し
、
節

制
か
散
財
か
で
、
家
族
が
向
か
っ
て
い
る
の
が
繁
栄
か
衰
退
か
も
分

か
る
。

か
く
し
て
家
計
は
﹁
精
神
状
態 （état d ՚âm

e

）﹂
を
表
し
、﹁
家
族

を
骨
の
髄
ま
で
解
剖
し
、
家
族
の
置
か
れ
た
物
質
的
な
状
況
の
み
な

ら
ず
、
精
神
的
な
状
況
に
つ
い
て
も
、
そ
の
秘
密
を
探
る
た
め
に
は
、

家
族
の
収
支
項
目
を
列
挙
す
れ
ば
事
足
り
る︶

38
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﹂。
こ
の
と
き
家
族
は
、

外
部
か
ら
事
実
の
観
測
（observation

）
を
行
う
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、

内
部
に
お
い
て
は
節
制
の
遵
守
（observation

）
を
求
め
ら
れ
る
道

徳
的
な
場
と
も
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、あ
る
典
型
例
と
な
る
ひ
と
つ
の
家
族
を
取
り
上
げ
、

そ
の
家
族
を
拡
大
鏡
で
眺
め
る
よ
う
に
仔
細
に
観
察
し
、
そ
の
生
活

や
歴
史
、
収
入
、
支
出
、
家
族
の
構
成
員
の
様
々
な
人
間
関
係
、
習

俗
や
慣
習
を
綿
密
に
記
述
す
る
の
が
ル
・
プ
レ
お
よ
び
シ
ェ
イ
ソ
ン

の
方
法
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
あ
た
か
も
、
王
家
に
つ
い
て
、

ま
た
大
国
家
の
予
算
に
つ
い
て
行
う
か
の
よ
う
に
行
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
経

エ
コ
ノ
ミ
ー︵
オ
イ
コ
ノ
ミ
ー
︶

済
＝
節
約
は
も
と
と
家
オ
イ
コ
スに
関
わ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
れ
が

国ポ
リ
ス家

に
つ
い
て
の
経
済
、
す
な
わ
ち
政
エ
コ
ノ
ミ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク

治
経
済
学
へ
と
拡
張
さ
れ
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二
項
で
は
十
分
で
は
な
い
。
変
化
す
る
事
態
に
お
い
て
は
、
そ
の
過

渡
的
・
中
間
的
段
階
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
過
去
の
内
に
未
来
を

見
通
し
つ
つ
、
未
来
か
ら
振
り
返
っ
て
現
在
を
過
渡
の
な
か
に
あ
る

も
の
と
し
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
光
と
闇
、
啓
蒙
と
蒙
昧

と
い
う
人
間
論
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
闇
の
な
か
に
も
光
を
、
蒙
昧

の
な
か
に
も
啓
蒙
を
窺
い
つ
つ
、
両
者
の
混
淆
状
態
か
ら
あ
る
運
動

の
法
則
を
導
き
出
す
と
い
う
の
が
、
コ
ン
ト
の
中
心
的
態
度
で
あ
る︶

40
︵

。

ル
・
プ
レ
に
も
コ
ン
ト
同
様
、
現
在
が
過
渡
期
で
あ
る
と
い
う
認

識
が
あ
り
、
過
去
ば
か
り
で
は
な
く
未
来
を
念
頭
に
置
い
て
現
在
を

捉
え
よ
う
と
す
る
態
度
が
あ
る
。
そ
れ
は
方
法
論
的
な
水
準
に
留
ま

ら
ず
、
彼
の
価
値
や
信
念
も
及
ぶ
。
ル
・
プ
レ
の
思
想
と
行
動
を
評

価
す
る
う
え
で
、
二
つ
の
像
、
つ
ま
り
方
法
論
（
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）

の
ル
・
プ
レ
と
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
理
論
的
テ
ク
ス
ト
）
の
ル
・
プ

レ
を
区
別
す
る
議
論
が
あ
る
。
そ
う
し
た
議
論
は
、
前
者
を
評
価
し

後
者
を
排
除
す
る
。
つ
ま
り
ル
・
プ
レ
は
、
後
世
の
社
会
調
査
に
つ

な
が
る
先
駆
的
な
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
評
価
で
き
る

が
、し
か
し
家
族
や
社
会
に
つ
い
て
は
古
い
価
値
を
信
奉
し
て
お
り
、

そ
の
点
に
お
い
て
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
す
る
議
論
で
あ
る
。
こ

う
し
た
議
論
か
ら
す
れ
ば
、
直
系
家
族
は
方
法
論
的
に
は
意
味
を
も

つ
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
は
忌
避
す
べ
き
も
の
と
な
る
。

し
か
し
ア
ラ
ン
・
シ
ュ
ニ
ュ
ー
の
示
す
と
お
り
、
直
系
家
族
は
ル
・

プ
レ
の
社
会
観
の
根
幹
を
な
す
概
念
で
あ
り
、
理
論
か
ら
切
り
離
し

て
方
法
論
だ
け
に
閉
じ
込
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
﹁
直

個
人
は
解
放
さ
れ
る
が
伝
統
は
失
わ
れ
、家
族
は
安
定
を
欠
く
。
ル
・

プ
レ
が
理
想
と
す
る
直
系
家
族
は
、
こ
の
二
つ
の
中
間
的
な
形
態
で

あ
る
。
一
体
的
な
土
地
の
相
続
に
よ
っ
て
大
家
族
が
維
持
さ
れ
る
一

方
、
持
参
金
に
よ
る
貨
幣
で
の
分
与
に
よ
り
、
個
人
は
自
立
す
べ
く

家
族
外
に
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
ル
・
プ
レ
の
思
想
は
、
保
守
か

革
新
か
の
二
者
択
一
を
巡
る
の
で
は
な
く
、
第
三
の
道
を
探
る
。
対

立
す
る
二
つ
の
傾
向
を
和
解
さ
せ
る
中
間
的
な
方
向
を
見
出
そ
う
と

す
る
の
だ
。

こ
の
点
に
お
い
て
、
ル
・
プ
レ
の
思
想
の
ス
タ
イ
ル
に
は
コ
ン
ト

の
そ
れ
と
の
類
似
性
が
見
出
せ
る
。
コ
ン
ト
の
思
想
に
お
い
て
も
用

い
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
三
分
法
で
あ
る
。
人
間
精
神
の
三
状
態
、

す
な
わ
ち
神
学
的
状
態
／
形
而
上
学
的
状
態
／
実
証
的
状
態
が
想
定

さ
れ
、
人
間
精
神
は
神
学
的
状
態
か
ら
実
証
的
状
態
に
進
む
と
み
な

さ
れ
る
。
あ
い
だ
の
形
而
上
学
的
状
態
と
は
、
神
学
的
状
態
か
ら
実

証
的
状
態
へ
と
至
る
過
渡
期
の
状
態
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
状
態
で

人
間
精
神
は
、
自
然
を
説
明
す
る
の
に
神
の
よ
う
な
想
像
に
基
づ
く

虚
構
を
持
ち
出
す
こ
と
は
な
く
な
る
が
、
観
察
で
確
か
め
る
こ
と
の

で
き
な
い
抽
象
的
な
力
に
原
因
を
帰
す
る
。
そ
う
し
た
力
は
依
然
と

し
て
想
像
の
産
物
だ
が
、
や
が
て
は
観
察
で
確
か
め
ら
れ
、
実
証
的

状
態
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
に
は
時
間
が
か
か
り
、
す

ぐ
に
そ
の
状
態
に
達
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
は
い
ま
だ
、
神
学

的
状
態
か
ら
実
証
的
状
態
へ
の
移
行
期
に
あ
り
、
形
而
上
学
的
状
態

に
あ
る
。
コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
進
歩
を
捉
え
る
に
は
古
代
／
近
代
の
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す
る
者
た
ち
の
な
か
に
自
身
や
シ
ェ
イ
ソ
ン
ら
の
高
級
技
術
官
僚
を

含
め
て
い
た
と
、シ
ュ
ニ
ュ
ー
は
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ル
・

プ
レ
の
思
想
と
個
人
史
と
の
関
連
付
け
が
妥
当
か
ど
う
か
と
い
う
問

題
は
別
に
し
て
も
、
ル
・
プ
レ
の
方
法
論
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
を
裁

断
し
て
﹁
直
系
家
族
﹂
を
前
者
に
回
収
す
る
試
み
は
、
不
適
切
か
つ

不
毛
で
あ
る
。
ル
・
プ
レ
自
身
、
メ
ル
ー
ガ
家
の
調
査
に
お
い
て
遺

産
分
割
の
訴
訟
に
巻
き
込
ま
れ
る
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
の
境
遇
に
同
情
し
、

援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
。
こ
の
よ
う

に
ル
・
プ
レ
は
、
社
会
学
的
調
査
と
社
会
事
業
と
を
切
り
離
す
こ
と

な
く
、
調
査
対
象
に
道
徳
的
に
介
入
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
調

査
対
象
と
し
て
、
パ
リ
の
子
だ
く
さ
ん
家
族
の
よ
う
に
、
道
徳
的
に

価
値
観
に
適
う
対
象
が
選
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
よ

う
に
ル
・
プ
レ
の
方
法
は
彼
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
価
値
観
と
切
り
離

し
が
た
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
直
系
家
族
は
方
法
的
分
類
で
あ
る
と

同
時
に
理
想
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
も
あ
る
。

ま
た
ロ
バ
ー
ト
・
ニ
ス
ベ
ッ
ト
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
ル
・
プ
レ

に
お
け
る
家
族
と
は
す
ぐ
れ
て
経
済
的
な
単
位
で
あ
る
。
ル
・
プ
レ

の
社
会
調
査
の
中
心
を
な
し
た
の
は
家
計
調
査
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

家
族
と
し
て
の
家
計
と
企
業
体
と
し
て
の
家
計
は
区
別
さ
れ
る
。
企

業
体
と
し
て
の
家
族
の
家
計
支
出
に
お
い
て
、
家
内
労
働
の
労
賃
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
実
際
に
貨
幣
で
支
払
わ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
調
査
に
お
い
て
数
字
と
な
っ
て
現
れ
る

が
、
そ
れ
を
現
れ
せ
し
め
る
の
は
ル
・
プ
レ
の
理
想
で
あ
る
。
こ
の

系
家
族
﹂
の
概
念
は
、
一
八
五
五
年
の
﹃
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
者
﹄

に
は
出
て
こ
な
か
っ
た
。
ル
・
プ
レ
が
家
族
の
三
類
型
を
示
す
の
は

一
八
七
一
年
の
﹃
家
族
の
組
織
﹄
に
お
い
て
で
あ
る
。
本
稿
で
詳

し
く
取
り
上
げ
た
メ
ル
ー
ガ
家
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
最
初
に
出
版

さ
れ
る
の
は
一
八
五
七
年
だ
が
、
初
出
時
の
タ
イ
ト
ル
は
﹁
ラ
ヴ
ダ

ン
大
家
族
の
農
民
た
ち
（Paysans en com

m
unauté du Lavedan

）﹂

で
あ
り
、﹁
直
系
家
族
（fam

ille-souche

）﹂
の
語
は
そ
こ
に
な
い
。

こ
こ
で
い
う« com

m
unauté »

は
、
共
通
の
祖
先
を
も
っ
て
共
同

生
活
を
行
い
、
同
じ
場
所
の
耕
作
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
大

き
な
家
族
集
団
の
意
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
家
父
長
家
族
も
含
ま
れ

る
。﹃
家
族
の
組
織
﹄
で
家
父
長
家
族
か
ら
区
別
さ
れ
て
直
系
家
族

が
語
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
推
奨
す
べ
き
社
会
改
革
の
モ
デ
ル
と
な

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ル
・
プ
レ
が
直
系
家
族
を
見
出
す

の
は
、
実
際
に
ピ
レ
ネ
ー
の
山
奥
を
訪
れ
て
か
ら
ず
っ
と
後
の
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
は
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
現
実
の
直
系
家
族

は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

シ
ュ
ニ
ュ
ー
は
、
直
系
家
族
を
理
想
と
し
不
安
定
家
族
を
嫌
悪
す

る
ル
・
プ
レ
の
家
族
観
を
、
彼
の
幼
少
時
に
父
親
が
失
踪
し
た
と
い

う
個
人
史
に
関
連
づ
け
る
（
ル
・
プ
レ
自
身
に
は
ア
ル
ベ
ー
ル
と
い

う
一
人
息
子
し
か
い
な
か
っ
た
が
、
ア
ル
ベ
ー
ル
に
は
多
く
の
子
が

い
た
）。
ま
た
、
ル
・
プ
レ
が
ル
イ
一
四
世
以
来
の
宮
廷
貴
族
の
伝

統
に
は
批
判
的
で
あ
り
つ
つ
も
、
社
会
的
権
威
を
有
す
る
者
た
ち
に

よ
る
新
た
な
貴
族
政
を
理
想
と
し
て
お
り
、
こ
の
社
会
的
権
威
を
有
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在
で
あ
る
家
族
が
、
よ
り
大
き
な
社
会
の
構
成
単
位
で
あ
り
、
そ
の

大
き
な
社
会
は
構
成
単
位
の
家
族
と
質
的
に
同
じ
レ
ベ
ル
に
あ
る
。

か
く
し
て
ル
・
プ
レ
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
家
族
と
は
、
今
日
の

親
密
圏
と
し
て
の
家
族
像
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
。
今
日
の
親
密
圏
と
し

て
の
家
族
は
、
外
部
の
社
会
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
親
密
性

が
確
保
さ
れ
る
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
ル
・
プ
レ
の
理
想
と
す
る
直

系
家
族
は
、
外
部
社
会
の
様
々
な
制
度
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
れ

は
ま
ず
企
業
体
で
あ
り
、
家
族
単
位
で
教
会
や
学
校
、
役
所
等
と
結

び
つ
き
、
道
徳
的
な
習
慣
を
形
成
す
る
場
と
な
る
。
ニ
ス
ベ
ッ
ト
の

い
う
よ
う
に
﹁
ル
・
プ
レ
に
と
っ
て
重
要
な
目
標
は
、
家
族
を
共
同

態
内
部
の
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
と
関
係
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
家

族
を
共
同
態
の
他
の
諸
部
分
―
―
宗
教
・
雇
用
主
・
統
治
・
学
校
な

ど
―
―
と
結
び
つ
け
る
絆
が
、
ル
・
プ
レ
の
研
究
の
究
極
の
目
的
な

の
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
周
辺
の
自
然
環
境
の
性
質
や
、

家
族
を
と
り
ま
く
宗
教
的
・
道
徳
的
な
慣
習
、
共
同
態
の
ヒ
エ
ラ
ル

ヒ
ー
に
お
け
る
各
家
族
の
位
置
、家
族
の
食
物
、住
居
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
さ
ら
に
い
う
ま
で
も
な
く
職
業
、
を
考
察
す
る︶

41
︵

﹂。

こ
の
よ
う
に
家
族
が
外
部
社
会
の
様
々
な
制
度
と
結
び
つ
い
て
い

る
が
故
に
、
家
族
が
社
会
の
﹁
観
測
所
﹂
と
な
り
、
家
族
を
見
れ
ば

社
会
が
分
か
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
、
方
法
論
上
の
意
味
だ
け
を

も
つ
の
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
外
部
社
会
と
つ
な
が
り

を
も
つ
家
族
が
、
節
制
の
尊
守
を
強
い
る
道
徳
的
な
場
と
な
り
、
そ

う
し
た
家
族
が
緩
や
か
に
集
積
す
る
社
会
が
、
ル
・
プ
レ
の
理
想
で

場
合
ル
・
プ
レ
は
、
ル
ソ
ー
で
は
な
く
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
対
比

さ
れ
よ
う
。
ス
ミ
ス
に
お
い
て
は
、
個
々
人
が
自
己
の
利
益
だ
け
を

追
求
す
れ
ば
社
会
の
調
和
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
ス
ミ
ス
の
注
目
す
る

分
業
が
進
展
し
た
工
場
の
労
働
は
、
家
族
に
よ
る
労
働
よ
り
も
高
い

生
産
性
を
も
た
ら
す
。し
か
し
工
場
で
の
労
働
が
大
規
模
に
な
れ
ば
、

階
級
が
固
定
化
し
、
階
級
対
立
と
い
う
社
会
問
題
が
生
じ
る
。

ル
・
プ
レ
に
よ
れ
ば
、
家
族
に
よ
る
労
働
の
方
が
、
固
定
的
な
階

級
対
立
を
生
む
こ
と
な
く
、道
徳
秩
序
の
維
持
に
は
効
果
的
で
あ
る
。

家
内
使
用
人
か
ら
所
有
者
ま
で
、
そ
の
社
会
階
梯
は
個
人
が
人
生
の

な
か
で
経
巡
る
諸
段
階
に
対
応
し
、
若
者
は
家
内
使
用
人
あ
る
い
は

労
働
者
か
ら
始
ま
る
が
、
老
年
に
な
っ
て
所
有
者
と
な
る
。

ス
ミ
ス
の
自
由
主
義
に
お
い
て
は
、
社
会
は
経
済
に
従
属
し
、
社

会
秩
序
は
経
済
的
な
原
因
で
乱
さ
れ
る
。
ル
・
プ
レ
の
構
想
に
お
い

て
は
、
社
会
（
家
族
）
は
経
済
か
ら
独
立
し
て
お
り
、
社
会
が
経
済

を
含
み
込
む
。
社
会
（
家
族
）
の
秩
序
は
経
済
に
乱
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
む
し
ろ
乱
れ
を
統
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
の
社
会
と
い
う
の
は
、
企
業
体
と
し
て
も
捉
え
う
る
よ

う
な
大
家
族
が
緩
や
か
に
集
積
し
た
も
の
で
あ
る
。﹁
年
長
者
支
配
に

よ
る
家
族
集
団
の
集
積
（agglom

ération de groupem
ents fam

iliaux 
gérontocratiques

）﹂
が
ル
・
プ
レ
の
理
想
と
す
る
社
会
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
家
族
が
社
会
的
な
も
の
を
す
べ
て
包
含
す
る
。
そ
れ
は

孤
立
し
た
個
人
が
契
約
を
交
わ
す
こ
と
で
成
立
し
、
個
人
と
は
質
的

に
異
な
る
レ
ベ
ル
に
存
在
す
る
社
会
で
は
な
い
。
す
で
に
社
会
的
存
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革
命
的
で
あ
る︶

43
︵

﹂。
と
こ
ろ
が
、よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ト
ッ

ド
自
身
が
提
示
す
る
家
族
類
型
は
四
類
型
で
あ
る
。
縦
軸
に
従
属
か

独
立
か
で
親
子
間
の
関
係
を
、
横
軸
に
平
等
か
不
平
等
か
で
兄
弟
間

の
関
係
を
置
け
ば
、
四
つ
の
象
限
が
生
じ
る
。
こ
の
う
ち
、
従
属
的

な
親
子
関
係
で
不
平
等
な
兄
弟
関
係
の
家
族
が
、
ト
ッ
ド
に
お
け
る

﹁
直
系
家
族
（fam

ille-souche

）﹂
で
あ
る
。
ル
・
プ
レ
は
そ
れ
を
家

父
長
家
族
か
ら
区
別
し
た
が
、
ト
ッ
ド
は
そ
う
せ
ず
、
直
系
家
族
は

彼
の
四
類
型
で
は
も
っ
と
も
伝
統
を
維
持
し
個
人
の
自
由
を
抑
圧
す

る
家
族
類
型
と
な
る
。
そ
の
せ
い
で
、
ル
・
プ
レ
の
い
う
直
系
家
族

も
同
様
の
も
の
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
ル
・
プ
レ
の
い
う
そ
れ
は
中
間
的

な
形
態
で
あ
り
、
根
株
（souche

）
で
伝
統
を
守
る
と
同
時
に
蘖
ひ
こ
ば
え

（rejetons

）
に
新
た
な
個
人
も
生
む
。
ル
・
プ
レ
の
思
想
は
保
守
と

革
新
の
二
者
択
一
で
は
理
解
で
き
な
い
。
ル
・
プ
レ
が
見
よ
う
と
し

た
の
は
、
コ
ン
ト
と
同
様
、
古
き
も
の
と
新
し
い
も
の
と
が
混
淆
す

る
な
か
で
社
会
が
動
い
て
い
る
様
で
あ
り
、
新
し
い
制
度
の
な
か
で

反
復
さ
れ
る
古
き
も
の
で
あ
る
。
ル
・
プ
レ
が
社
会
と
し
て
の
家
族

の
な
か
に
見
出
す
の
は
そ
れ
で
あ
り
、
フ
ュ
ス
テ
ル･

ド
・
ク
ー
ラ

ン
ジ
ュ
で
あ
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ャ
の
古
代
都
市
に
遡
っ
て
ま
で
、
そ
う

し
た
古
き
も
の
の
反
復
を
見
て
取
ろ
う
と
す
る
。

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

社
会
調
査
の
き
わ
め
て
先
駆
的
な
業
績
を
残
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
今
日
ル
・
プ
レ
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
機
会
は
あ
ま
り
な
い
が
、

そ
れ
で
も
彼
の
名
が
人
び
と
の
耳
に
残
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ト
ッ
ド
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ト
ッ
ド
の

家
族
類
型
論
は
今
や
広
く
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
が
、
彼
は
自
身
の
著

作
で
繰
り
返
し
ル
・
プ
レ
に
言
及
し
て
い
る
。
彼
は
も
っ
と
も
初
期

の
著
作
に
お
い
て
も
、
ル
・
プ
レ
の
名
を
偉
大
な
社
会
学
者
と
し
て

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
前
に
置
く
。
ト
ッ
ド
に
よ
れ
ば
﹁
一
九
世
紀
末
の

フ
ラ
ン
ス
の
知
的
世
界
は
ゴ
ビ
ノ
ー
を
排
除
し
、
ブ
ロ
カ
の
作
品
の

疑
わ
し
い
部
分
を
忘
れ
よ
う
と
す
る
。
一
九
世
紀
後
半
に
お
い
て
フ

ラ
ン
ス
の
思
想
家
の
圧
倒
的
多
数
は
、
人
種
主
義
的
原
理
や
そ
の
人

文
科
学
領
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
応
用
に
た
い
し
て
反
対
の
立
場

を
と
る
。
当
時
の
三
人
の
偉
大
な
社
会
学
者
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ル
・

プ
レ
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
タ
ル
ド
、
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、

全
体
と
し
て
は
一
致
し
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
社
会
の
人
種
に
よ
る

解
釈
を
拒
否
し
、
生
物
学
的
な
も
の
に
よ
る
心
的
な
も
の
の
説
明
を

拒
む
点
で
は
一
致
し
て
い
る︶

42
︵

﹂。

ト
ッ
ド
も
ま
た
、
ル
・
プ
レ
が
三
分
法
で
考
え
る
点
を
評
価
す
る
。

﹁
ル
・
プ
レ
は
家
族
の
主
要
な
三
類
型
の
存
在
を
見
き
わ
め
る
。
右

翼
と
左
翼
、
宗
教
と
無
宗
教
、
進
歩
と
保
守
主
義
、
教
養
と
無
教
養

を
対
立
さ
せ
る
二
分
法
世
界
の
存
在
を
頑
な
に
信
じ
る
社
会
の
な
か

で
は
、
ル
・
プ
レ
的
な
現
実
の
三
分
法
に
よ
る
区
別
は
、
そ
れ
自
体
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に
関
与
し
た
社
会
平
和
協
会
や
社
会
経
済
学
協
会
の
理
事
や
会
長
を
務
め

て
い
る
。

（
4
）D

ELA
IR

E, M
. F. Le Play, sa vie et ses travaux, op.cit.,p.4.

（
5
） Ibid., p.5. 

ま
た
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
ル
・
プ
レ
自
身
サ
ン=

シ
モ
ン
主

義
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
認
め
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
小
規
模
の
独
立

し
た
協
働
社
会
を
理
想
と
す
る
シ
ャ
ル
ル
・
フ
ー
リ
エ
の
思
想
に
共
鳴
し

て
い
た
よ
う
だ(B

R
O

O
K

E, Le Play, op.cit, p.7)

。
実
際
ル
・
プ
レ
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
鉱
業
団
地
の
管
理
に
携
わ
っ
て
い
る
。

（
6
）  LE PLAY, Frédéric, Les O

uvriers européens. Études sur les travaux, 
la vie dom

estique et la condition m
orale des populations ouvrières de 

l՚Europe, Im
prim

erie im
périale, 1855.

（
7
） 

労
働
者
は
ま
ず
﹁
手
仕
事
を
行
い
、
こ
の
仕
事
に
与
え
ら
れ
る
報
酬
を
主

た
る
生
計
の
手
段
と
し
て
い
る
者
﹂
と
定
義
さ
れ
た
う
え
で
、
主
人
の
家

計
に
従
属
す
る
﹁
家
内
使
用
人
労
働
者(ouvriers-dom

estiques)

﹂
と
﹁
家

計
の
担
い
手(chefs de m

énage)

﹂
た
る
労
働
者
と
に
区
別
さ
れ
る
。﹁
家

計
の
担
い
手
﹂
た
る
労
働
者
は
、次
い
で
﹁
非
所
有
者(non-propriétaires)

﹂

と
﹁
所
有
者(propriétaires)

﹂
に
分
け
ら
れ
る
。﹁
非
所
有
者
﹂
は
さ

ら
に
﹁
賃
労
働
者(salariés et subventionnés)

﹂
と
﹁
事
業
主(chefs 

d ՚industrie)

﹂
に
区
分
さ
れ
、
こ
の
う
ち
﹁
賃
労
働
者
﹂
は
﹁
日
雇
労
働

者(journaliers)

﹂／﹁
業
務
請
負
労
働
者(tâcherons)

﹂、﹁
事
業
主
﹂は﹁
小

作
労
働
者(ouviers-tenanciers)

﹂
／
﹁
職
工
労
働
者(ouvriers chefs de 

m
étier)

﹂
に
下
位
区
分
さ
れ
る
。
他
方
で
﹁
所
有
者
﹂
は
、
所
有
物
が
労

働
に
は
関
係
な
く
、
非
所
有
者
と
同
様
に
働
い
て
い
る
﹁
労
働
者
＝
所
有

者(ouvriers-propriétaires)

﹂
と
、
所
有
物
を
使
用
し
て
労
働
し
て
い
る

﹁
所
有
者
＝
労
働
者(propriétaires-ouvriers)

﹂
と
に
区
別
さ
れ
る
。
か
く

し
て
労
働
者
は
、
家
計
の
主
従
、
所
有
の
有
無
、
雇
用
・
業
務
形
態
に
応

註
（
1
） 
一
般
社
団
法
人
日
本
社
会
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
社
会
学
へ
の
誘
い
：

高
校
生
・
進
路
を
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
へ
﹂（https://jss-sociology.org/

school/voyage5/ 

二
〇
二
一
年
一
一
月
一
八
日
参
照
）。
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
の
記
載
は
、
日
本
学
術
会
議
／
社
会
学
委
員
会
／
社
会
学
部
分
野
の

参
照
基
準
検
討
分
科
会
﹁
大
学
教
育
の
分
野
別
質
的
保
証
の
た
め
の
教
育

課
程
編
成
上
の
参
照
基
準　

社
会
学
分
野
﹂（
二
〇
一
四
年
九
月
三
〇
日
）

を
元
に
し
て
い
る
。

（
2
）
小
関
藤
一
郎
訳
編﹃
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
家
族
論
集
﹄川
島
書
店
、一
九
七
二
年
。

（
3
） 

こ
こ
で
述
べ
た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ル
・
プ
レ
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、

D
ELA

IRE, A
lexis, M

. F. Le Play, sa vie et ses travaux : com
m

unication 
faite au salon des œ

uvres le m
ercredi 12 avril 1882, Jules Le C

lere, 
1882 ; K

A
LA

O
R

A
, B

ernard, SAV
O

Y
E, A

ntoine, Les inventeurs 
oubliés : Le Play et ses continuateurs aux origines des sciences 
sociales, C

ham
p Vallon, 1989 ; B

R
O

O
K

E, M
ichael Z., Le Play: 

engineer and social scientist, Transaction Publisher, 1998 ; C
H

EN
U

, 
A

lain, « présentation » in LEPLAY, Frédéric et al., Les M
élouga : 

une fam
ille pyrénéenne au XIX

e siècle, N
athan, 1994 ; SAV

O
Y

E, 
A

ntoine, « Frédéric Le Play en quelques dates » in SAV
O

Y
E, A

ntoine, 
C

A
R

D
O

N
I, Fabien(dir.), Frédéric Le Play : Parcours, audience, 

heritage, Presses des m
ines, 2007

に
依
拠
し
た
。
ア
レ
ク
シ
ス
・
ド
ゥ

レ
ー
ル
（
一
八
三
六
～
一
九
一
五
）
は
ル
・
プ
レ
よ
り
三
〇
歳
年
少
（
エ

ミ
ー
ル
・
シ
ェ
イ
ソ
ン
と
同
年
生
ま
れ
）
で
、
理
エ
コ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー
ク

工
科
学
校
に
も
ル
・
プ

レ
よ
り
ほ
ぼ
三
〇
年
後
の
一
八
五
六
年
入
学
。
以
降
、
土
木
官
僚
・
地
理

学
者
・
地
質
学
者
の
道
を
歩
む
。
ま
た
ド
ゥ
レ
ー
ル
は
ル
・
プ
レ
が
創
設
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の
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
も
概
ね
踏
襲
さ
れ
る
が
、
一
九
〇
〇
年
の
パ
リ
博

の
際
に
は
グ
ル
ー
プ
が
一
八
に
増
え
、
分
類
の
体
系
性
・
合
理
性
は
失
わ

れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
﹁
万
国
博
覧
会
と
国
際
会
議
―

―
サ
ン=

シ
モ
ン
主
義
に
よ
る
知
の
組
織
化
﹂﹃
人
文
学
報
﹄（
京
都
大
学

人
文
科
学
研
究
所
）
第
八
四
号
、
二
〇
〇
一
年
三
月
を
参
照
。

（
10
） PÉR

IER
, Philippe, “Forew

ord ” in B
R

O
O

K
E, LePlay, op.cit, p.ix.

（
11
） 

こ
れ
ら
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
は
ア
ラ
ン
・
シ
ュ
ニ
ュ
ー
の
手
に
よ
っ
て
ま

と
め
ら
れ
、
近
年
に
な
っ
て
一
冊
の
本
と
し
て
再
版
さ
れ
て
い
る(LE 

PLAY, Frédéric, C
H

EY
SSO

N
, Em

ile, B
AYA

R
D

, B
U

TEL, Fernand, 
Les M

élouga : une fam
ille pyrénéenne au XIX

e siècle, présentation et 
postface par A

lain C
H

EN
U

, Paris, N
athan, 1994)

。
本
書
は
四
部
で
構

成
さ
れ
、 

第
一
部
﹁
栄
光
﹂
が
ル
・
プ
レ
﹁
一
八
五
六
年
の
ラ
ヴ
ダ
ン
の

あ
る
直
系
家
族
﹂（
一
八
五
七
年
の
初
出
時
の
タ
イ
ト
ル
は
﹁
ラ
ヴ
ダ
ン

大
家
族
の
農
民
た
ち( Paysans en com

m
unauté du Lavedan)

﹂
で
﹁
直

系
家
族(fam

ille-souche)

﹂
の
語
は
タ
イ
ト
ル
に
な
か
っ
た
。
な
お
シ
ュ

ニ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
ル
・
プ
レ
の
用
い
る« com

m
unauté »

の
語
は
、
村

社
会
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
共
通
の
祖
先
に
由
来
し
、
同
じ
地
所
の
利

用
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
大
家
族
集
団
を
指
す[ Ibid., pp.179-

180]

）。
第
二
部
﹁
頽
廃
﹂
が
エ
ミ
ー
ル
・
シ
ェ
イ
ソ
ン
﹁
一
八
六
九
年
か

ら
一
八
八
三
年
に
か
け
て
の
ラ
ヴ
ダ
ン
の
直
系
家
族
﹂（
一
八
八
四
年
に

出
る
﹃
労
働
の
組
織
﹄
第
三
版
に
収
録
）、
第
三
部
﹁
消
滅
﹂
が
バ
イ
ヤ
ー

ル
（
偽
名
）﹁
メ
ル
ー
ガ
家
の
最
期
﹂（
一
九
〇
七
年
に
ル
・
プ
レ
派
の
機

関
紙
﹃
社
会
改
革( La Réform

e sociale)

﹄
掲
載
さ
れ
た
論
文
で
、
そ
の

時
の
タ
イ
ト
ル
は
﹁
民
法
に
殺
さ
れ
た
家
族
﹂）、第
四
部
﹁
否
認
﹂
が
フ
ェ

ル
ナ
ン
・
ビ
ュ
テ
ル
﹁
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
ピ
レ
ネ
ー
直
系
家
族
﹂（
ル
・

プ
レ
派
の
分
派
が
つ
く
っ
た
機
関
紙
﹃
社
会
科
学 ( Science sociale)

﹄
掲

じ
て
①
﹁
家
内
使
用
人
労
働
者
﹂
／
②
﹁
日
雇
労
働
者
﹂
／
③
﹁
業
務
請

負
労
働
者
﹂
／
④
﹁
小
作
労
働
者
﹂
／
⑤
﹁
職
工
労
働
者
﹂
／
⑥
﹁
労
働

者
＝
所
有
者
﹂
／
⑦
﹁
労
働
者
＝
所
有
者
﹂
の
七
つ
に
区
分
さ
れ
る( Ibid. 

p.16)
。

（
8
）  ﹃
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
者
﹄
が
出
た
翌
々
年
の
一
八
五
七
年
か
ら
は
、﹁
社
会

経
済
学
実
践
研
究
国
際
協
会 (Société internationale des études pratiques 

d ՚économ
ie sociale)

の
名
の
も
と
に
﹃
両
世
界
の
労
働
者
﹄
発
刊
が
始
ま
る

( Les O
uvriers des deux m

ondes : études sur les travaux, la vie dom
estique 

et la condition m
orale des populations ouvrières des diverses contrées 

et sur les rapports qui les unissent aux autres classes)

。

（
9
） 

一
八
五
五
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
は
、
第
一
部
と
第
二
部
に
分
け
ら
れ
、

第
一
部
は
①
原
料
の
採
掘
お
よ
び
生
産
を
目
的
と
す
る
産
業
／
②
機
械
の

力
の
使
用
を
目
的
と
す
る
産
業
／
③
物
理
的
お
よ
び
科
学
的
作
用
の
使
用

に
基
づ
き
、
科
学
と
教
育
と
に
関
連
す
る
産
業
／
④
知
的
職
業
に
関
連
す

る
産
業
／
⑤
鉱
産
物
加
工
業
／
⑥
繊
維
加
工
業
／
⑦
家
具
、
装
飾
品
、
服

飾
、
産
業
デ
ザ
イ
ン
、
印
刷
、
音
楽
、
ま
た
第
二
部
は
⑧
芸
術
と
八
つ
の

グ
ル
ー
ブ
に
よ
る
分
類
が
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
一
八
六
七
年

の
ル
・
プ
レ
が
組
織
委
員
長
を
務
め
る
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
は
、﹁
人
間

の
必
要
﹂
の
諸
段
階
に
応
じ
て
産
業
の
一
覧
を
提
示
す
る
と
い
う
原
理
に

従
い
、
以
下
の
十
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
た
分
類
が
採
用
さ
れ
、
よ
り

合
理
的
か
つ
体
系
的
な
展
示
が
行
わ
れ
る
―
―
①
芸
術
作
品
／
②
自
由
技

芸
に
関
す
る
素
材
と
応
用
／
③
家
具
お
よ
び
住
居
に
関
す
る
製
品
／
④
衣

服
お
よ
び
人
が
身
に
つ
け
る
製
品
／
⑤
採
掘
産
業
に
よ
る
産
品
／
⑥
日
用

技
術
の
道
具
と
方
法
／
⑦
様
々
な
段
階
の
食
料
品
／
⑧
農
業
産
品
／
⑨
園

芸
産
品
／
⑩
住
民
の
身
体
的
お
よ
び
道
徳
的
条
件
を
改
善
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
展
示
す
る
製
品
。
こ
の
分
類
は
、
一
八
七
八
年
と
一
八
八
九
年
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（
21
） Ibid., p.43, p.48. 

ア
ラ
ン
・
シ
ュ
ニ
ュ
ー
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

本
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
現
物
で
計
上
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
算
定
根

拠
が
曖
昧
な
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
堆
肥
は
、
年
に
一
四
六
ト
ン
生
み
出

さ
れ
、
一
ト
ン
当
た
り
一
〇
フ
ラ
ン
、
総
計
一
四
六
〇
フ
ラ
ン
の
収
入
と

し
て
計
算
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
額
は
年
間
現
金
収
入
の
五
分
の
三
、
貯
金

額
の
倍
を
占
め
る
が
、
そ
の
算
定
根
拠
は
定
か
で
は
な
い
。
ル
・
プ
レ
に

よ
る
他
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
比
較
し
て
も
、
堆
肥
の
額
は
ま
ち
ま
ち
で
、
家

畜
の
頭
数
と
も
整
合
性
が
な
く
、
単
位
も
ト
ン
だ
っ
た
り
立
方
メ
ー
ト
ル

だ
っ
た
り
す
る
。
ま
た
メ
ル
ー
ガ
家
に
は
ヤ
ギ
が
一
頭
も
飼
育
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
驚
い
て
い
る
研
究
者
も
い
る
。
メ
ル
ー
ガ
家
の
消
費
全
体
の

な
か
で
自
家
消
費
が
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
を
占
め
る
の
か
に
つ
い
て
も

計
算
さ
れ
て
い
な
い
（
後
の
研
究
者
の
推
計
に
よ
る
と
約
半
分
）。
以
上

の
指
摘
に
鑑
み
る
に
、
ル
・
プ
レ
の
細
部
に
こ
だ
わ
る
綿
密
な
調
査
と

い
う
評
価
に
は
、
若
干
の
留
保
が
必
要
か
も
し
れ
な
い(C

H
EN

U
, A

lain, 
« postface : la fam

ille souche, question de m
éthode » in Les M

élouga, 
op. cit., pp. 195-198)

。

（
22
）Ibid., pp.42-49.

（
23
）Ibid., pp.50-58.

（
24
）Ibid., p.62, p.71.

（
25
）Ibid., pp.69-70.

（
26
）  p.41. 

一
八
五
七
年
に
こ
の
一
節
が
記
さ
れ
た
と
き
、
タ
イ
ト
ル
に
は
﹁
直

系
家
族(fam

ille-souche)

﹂
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は

使
用
さ
れ
て
い
る
。
家
父
長
家
族
や
不
安
定
家
族
と
並
ん
で
三
類
型
が
示

さ
れ
る
の
は
、
一
八
七
一
年
の
﹃
家
族
の
組
織
﹄
に
お
い
て
で
あ
る
。

（
27
）Ibid., pp.68-69.

（
28
） Ibid., p.101. 

一
八
五
六
年
の
ル
・
プ
レ
の
調
査
時
に
い
た
、
サ
ヴ
ィ
ー

載
論
文
）
で
あ
る
。

（
12
） 
こ
こ
で
は
、
一
八
七
五
年
に
ト
ゥ
ー
ル
で
出
版
さ
れ
た
第
三
版
を
参
照

し
た
（LE PLAY, Frédéric, L՚organisation de la fam

ille selon le vrai 
m

odèle signalé par l՚histoire de toutes les races et de tous les tem
ps, 

deuxièm
e edition revue et corrigée, 1875, pp.9-11

）。

（
13
）LE PLAY

 et al., Les M
élouga, op.cit., pp.22-23.

（
14
） Ibid., p.79. 

こ
こ
で
ル
・
プ
レ
は
、
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
権
力
構
造
の

違
い
を
説
明
し
て
い
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
お
い
て
は
、
気
候
が
厳
し
く
土

地
も
痩
せ
て
い
る
た
め
に
、
統
治
者
や
富
裕
者
の
権
力
は
小
さ
く
、
社
会

を
実
際
に
率
い
て
い
る
の
は
聖
職
者
で
あ
る
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
よ
り

南
の
ス
エ
ー
デ
ン
や
デ
ン
マ
ー
ク
、
サ
ク
ソ
ン
平
原
に
お
い
て
は
、
社
会

を
率
い
る
権
力
は
聖
職
者
と
国
王
、
貴
族
の
あ
い
だ
で
分
割
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）Ibid., pp.25-26.

（
16
）Ibid., pp.29-32. 

当
時
の
一
フ
ラ
ン
は
現
在
の
約
一
〇
〇
〇
円
に
相
当
す
る
。

（
17
）Ibid., pp.35-39.

（
18
）Ibid., p.33, pp.74-78.

（
19
）Ibid., pp.34-35.

（
20
）  

サ
ヴ
ィ
ー
ナ
と
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
夫
婦
に
は
七
人
の
子
供
が
い
る
が
、
こ
の

う
ち
マ
ル
ト
と
ユ
ー
ラ
リ
ー
の
双
子
姉
妹
は
一
八
歳
な
の
で
成
人
女
性
に

含
め
ら
れ
て
お
り
、ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ
（
一
六
歳
）
と
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
（
一
四

歳
）、
ス
ザ
ン
ヌ
（
一
二
歳
）
の
三
名
が
未
成
年
女
性
と
し
て
、
一
人
息

子
の
ジ
ョ
ゼ
フ
（
九
歳
）
と
末
娘
の
ド
ロ
テ
（
七
歳
）
が
子
供
と
し
て
計

算
さ
れ
て
い
る
。
農
作
業
や
家
畜
飼
育
に
つ
い
て
、
一
日
の
労
賃
と
し
て

上
が
っ
て
い
る
額
は
、
成
人
男
性
が
五
〇
サ
ン
チ
ー
ム
、
成
人
女
性
が

三
〇
サ
ン
チ
ー
ム
、
未
成
年
女
性
が
二
〇
サ
ン
チ
ー
ム
、
子
供
が
一
〇
サ

ン
チ
ー
ム
で
あ
る( Ibid., p.45)

。
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参
照
。

（
41
） N
ISB

ET, R
obert, The sociological Tradition, B

asic B
ooks, 1966, p.64

（
ロ
バ
ー
ト
・
ニ
ス
ベ
ッ
ト
﹃
社
会
学
的
発
想
の
系
譜
﹄
中
久
郎
監
訳
、

ア
カ
デ
ミ
ア
出
版
会
、一
九
七
五
年
、第
Ｉ
巻
七
七
頁
）。
本
書
で
ニ
ス
ベ
ッ

ト
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
個
人
主
義
へ
の
嫌
悪
と
い
う
点
で
、
ル
・
プ
レ
と
マ
ル

ク
ス
の
類
似
点
を
指
摘
す
る
一
方
、
マ
ル
ク
ス
に
た
い
す
る
ル
・
プ
レ
と

プ
ル
ー
ド
ン
の
類
似
点
も
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
マ
ル
ク
ス
と
は
異
な

り
、
ル
・
プ
レ
と
プ
ル
ー
ド
ン
は
、
家
族
を
基
盤
と
し
た
地
方
の
共
同
体

を
重
視
す
る
点
で
共
通
す
る
。﹁
プ
ル
ー
ド
ン
と
ル
・
プ
レ
と
の
あ
い
だ

に
は
、
彼
ら
め
い
め
い
と
マ
ル
ク
ス
と
の
あ
い
だ
に
は
存
在
し
な
い
類
似

性
が
あ
る
が
、
そ
の
類
似
性
は
家
族
構
造
の
点
に
ま
で
伸
展
す
る
。
こ
こ

に
お
い
て
は
、
実
に
プ
ル
ー
ド
ン
は
ル
・
プ
レ
以
上
の
伝
統
主
義
者
と
な
っ

て
た
ち
現
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
プ
ル
ー
ド
ン
の
信
奉
す
る
も
の
は
家
父
長

家
族
で
あ
る
の
だ
か
ら
。﹂Ibid., p.70

（
同
書
、
第
Ｉ
巻
八
五
頁
）。

（
42
） LE B

R
A

S, H
ervé, TO

D
D

, Em
m

anuel, L՚invention de la France, 
«Pluriel» Librairie G

énérale Française, 1981, p.15.

（
43
）Ibid., p.26.

【
附
記
】

昨
年
一
二
月
八
日
、
富
永
茂
樹
先
生
が
七
一
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。
こ
の
﹁
一
九

世
紀
の
政
治
と
社
会
﹂
の
研
究
会
は
、
富
永
先
生
が
主
宰
さ
れ
て
い
た
研
究
会

を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
研
究
会
の
二
〇
一
九
年
末
に
龍
谷
大
学
で
開

催
さ
れ
た
例
会
に
は
、
先
生
自
身
顔
を
出
さ
れ
て
い
た
。
今
号
に
論
文
を
執
筆

し
た
本
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
学
生
時
代
よ
り
先
生
の
学
恩
を
賜
っ
て
き
た

者
が
多
い
。

ナ
の
も
う
一
人
の
叔
父
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
モ
と
、
サ
ヴ
ィ
ー
ナ
の
も

う
一
人
の
弟
ジ
ャ
ン=

ピ
エ
ー
ル
・
ピ
ー
の
名
が
見
え
な
い
が
、
お
そ

ら
く
一
八
六
九
年
と
一
八
七
四
年
の
あ
い
だ
に
亡
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

一
八
六
九
年
の
時
点
で
、
ピ
エ
ー
ル
・
カ
ズ
ー
と
マ
ル
ト
・
カ
ズ
ー
の
二

人
の
あ
い
だ
に
三
人
の
子
供
が
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
一
八
七
四
年

に
な
る
と
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ヌ
と
ゾ
エ=

エ
ミ
リ
ー
の
二
人
の
娘
が
増
え
て

五
人
の
子
供
が
い
る
。
一
八
六
九
年
も
一
八
七
四
年
も
家
族
の
構
成
員
は

十
名
と
あ
る
が
、
二
減
二
増
で
辻
褄
が
合
う
。
ジ
ャ
ン=

ピ
エ
ー
ル
は
亡

く
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
弟
の
ド
ミ
ニ
ッ
ク
同
様
に
家
を
離
れ
て
、
ド
ミ

ニ
ッ
ク
の
よ
う
に
は
出
戻
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
存
命

で
あ
れ
ば
一
八
七
四
年
の
時
点
で
五
六
歳
で
あ
る
。

（
29
）Ibid., p.91.

（
30
）Ibid., p.93.

（
31
）Ibid., pp.94-95.

（
32
）Ibid., p.95.

（
33
）Ibid., p.108.

（
34
）Ibid., p.99.

（
35
）  ﹃
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
文
学
館　

第
五
巻　

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
・
ド
・
パ
リ
﹄

辻
昶
・
松
下
和
則
訳
、
牛
尾
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
七
五
頁
。

（
36
）
同
書
、
一
七
六
～
一
九
一
ペ
ー
ジ
。

（
37
）Ibid., p.114.

（
38
） C

H
EY

SSO
N

, Ém
ile, Frédéric Le Play, sa m

éthode, sa doctrine, son 
école, Librairie G

uillaum
e et C

ie, 1905, p.10.

（
39
）Ibid., p.9.

（
40
） 

こ
の
点
に
関
し
て
は
拙
稿
﹁
コ
ン
ド
ル
セ
か
ら
コ
ン
ト
へ
―
―
啓
蒙
の
転

換
﹂
富
永
茂
樹
編
﹃
啓
蒙
の
運
命
﹄
名
古
屋
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
一
年
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富
永
先
生
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
降
の
一
九
世
紀
を
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
を
通
じ

て
捉
え
る
一
方
、
オ
ス
マ
ン
に
よ
る
パ
リ
改
造
や
、
都
市
に
お
け
る
群
衆
と
催

眠
と
い
っ
た
問
題
系
を
考
え
て
来
ら
れ
た
。
ル
・
プ
レ
に
つ
い
て
も
、
京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所
の
共
同
研
究
﹁
研
究
者
の
組
織
化
﹂
の
際
に
、﹁
ル
・
プ
レ
ー

学
派
の
分
裂
―
―
︽
直
系
家
族
︾
の
観
念
と
の
関
連
で
﹂
と
題
さ
れ
た
報
告
を

さ
れ
て
い
る
（
一
九
九
五
年
一
〇
月
二
七
日
）。
四
半
世
紀
以
上
前
の
こ
の
報
告

レ
ジ
ュ
メ
を
、
私
は
先
生
の
訃
報
に
接
し
て
す
ぐ
に
、
書
類
の
山
の
中
か
ら
発

掘
し
、哀
悼
の
思
い
の
中
で
参
照
し
た
。
そ
れ
で
多
少
な
り
と
も
、先
生
か
ら
賜
っ

た
多
大
な
る
学
恩
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

【
編
集
追
記
】

富
永
茂
樹
先
生
に
は
、﹃
社
会
学
雑
誌
﹄
二
〇
号
（
特
集
：
社
会
学
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
多
様
性
）（
二
〇
〇
三
年
、
四
二

－
六
二
頁
）
に
、﹁
フ
ラ
ン
ス

革
命
と
社
会
学
﹂
を
ご
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

本
研
究
は
科
研
費
（20K

02115:

福
祉
国
家
以
前
と
以
後
の
政
治
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
：
仏
一
九
世
紀
以
降
の
刑
罰
・
公
教
育
・
社
会
的
保
護
）
の
助
成
を
受
け

た
も
の
で
あ
る
。


